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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名    寺 島  佳 子    
（学校名：   妙高市立妙高中学校   ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名   上越地区国語部会    
 

２ 郡市名   妙高市         ３ 会場校    妙高市立妙高高原中学校     

 

４ 研究主題 

 

子どもが主体的・自律的に学び、深い学びを実現する国語科授業 

 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

国語科は、言葉で表現し言葉で理解し、多様な考えにふれながら自らの思考を言葉によってつくり

出す言語生活者を育むための中核であると捉え、その具現をめざす授業づくりに取り組む。 

子どもは、言葉に対する興味や他者との関係構築の意欲を原動力として、言葉を理解し、言葉を用

いながら社会の中で生活を営んでいる。言語による生活の基盤には、言葉そのものの知識的理解や言

葉の運用に係る方策的理解がある。このような理解は、言葉を読む、言葉を書く、言葉を話す、言葉

によって関わるといった、言語活動の実践を通して、子どもが自ら獲得していくものである。その学

びの場の中核である国語科授業においては、豊かで多様な言語活動に、子どもが主体となって、学び

の道筋をもちながら取り組むことが重要である。このような授業づくりによって、子どもは、言葉に

対する知識的理解とその運用の方策的理解を総合的・統合的に獲得し、豊かな言語生活者となるだろ

う。そのような学びの様相こそ、国語科における深い学びの姿である。 

このような考えから、研究主題を「子どもが主体的・自律的に学び、深い学びを実現する国語科授

業」と設定した。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

教材光村 2年「字のない葉書」で、学習指導要領 2学年「読むこと」エ「文章の展開や論理の展開、

表現の効果について考えること」の育成を本研究ではねらった。単元を通して活用する「深い学びの

技法」は、①⑨⑩⑫を特に意識した。中でも今回の授業研究では⑩「仲間と練り合いや練り上げをす

ること」に焦点を置いた授業とし、どのような練り上げの場を設定するのか。どのような手立てで練

り上げを促すのかについて、本研究推進委員会だけでなく、市教研の部会、さらには研究推進委員に

よるプレ授業を通して検討を重ねた。 

実際の授業では、本文の「父親」の描写を生徒が「いい父親」「ダメな父親」で色分けして線を引き、

その分量、配置を視覚的に捉える。さらに父親に対する生徒の捉えを交流させることで、読みを深め

るとともに、構成と展開の工夫や表現の良さに気付き、単元の終末で生徒自身が書く随筆の作品に生

かすという単元の構成を考えた。 
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７ １年次の成果と課題 

  今回授業を行った妙高高原中の 2年生の生徒は１年時から、教材を読む際に「教師からの視点」を

与えられることにより、「テキストを基に自分の意見をもつ力」を身に付けている。また、仲間との意

見交換を活発に行ってきた経験から、「自分の意見に理由をつけながら、発表できる力」を身に付けて

いる。さらに、仲間や教師との活発な意見交換や今後の教師のファシリテートにより、「自分の考えを

より広く、深くしていく力」を身に付けていけると考える。 

  今回の研究では、光村 2年「字のない葉書」が教材だった。生徒が表現や話題の配置に着目するに

は、適した教材であり、そのことに生徒が気付く手段（教科書に色分けして線を引く）も効果的であ

ったと考える。公開授業の参加者からは、「記述をもとに考えを修正したり、深めたりする姿が見られ

た点が良かった。」など、生徒が考えの根拠を作品の中から挙げている様子を肯定的に捉えた感想が

多かった。 

生徒の気づきを深めるための「仲間と練り合いや練り上げをする」ことについて、市教研の部会や

推進委員会の部会でも議論を重ねることができた。課題の提示の仕方や意見の交流の仕方など、「深

い学び」につなげるための精度を上げてきた。 

当日の授業では、生徒が父親像をより明確にもつため「作品の中の父親は『いい父親』か『ダメな

父親』か」というテーマでディベート形式の討論を行った。ディベートについては、生徒が積極的に

発言し、互いの意見を聴き合いながら思考を深めようとする姿が多く見られ、学習へ意欲と継続した

話し合いの指導の成果が感じられた。一方で、本文に根ざさない主張（感情論的）になったり、教師

のファシリテートが十分でなかったりすることから、議論が拡散する場面があった。 

日ごろからの学びの環境整備も大きな手立てではあるが、本時における活動をより有効かつ深まり

のあるものとする教師の工夫（手立て）が講じられることによって、生徒の姿は一層の変化があった

ように感じた。今後は記述に基づく対話をより一貫して促しながら、全体の流れを適切に支える指導

を工夫していきたい。そのために、何のためにディベートしているのか、議論すべきはどこなのか、

何が分かれば学びが深まったと言えるのか、等を授業者と生徒が確実に理解した上で授業に臨み、２

年次には「仲間と練り合いや練り上げをする」ことについて、なお一層研究を進めたい。 

 

８ 運営の成果と課題 

協議会では、「深い学びの技法」①⑨⑩⑫を観点に示したが、意見が書きづらい様子であったので、

もっと書きやすい観点に設定し、協議会の意見の交流による広がりや深まりが得られるようにしたい。

また、指導者を２名お願いしているが、国や県の施策に基づく授業づくりについて、また、新学習指

導要領の方向性に沿った授業の意味づけを聞くことができ、有意義だった。時間が短かったのが残念

であった。 

研究全体としては、市内に中学校が３校しかないため、市教研と兼ね開催したが小学校の先生方か

らも尽力いただけたことで、８回もの協議委員会を実施し研究を確実に進め、授業公開を開催するこ

とができた。役割分担が不明確であり些細な事柄もうまく進められないことがあったが、来年度の公

開に向けて、運営面でさらにより円滑に進められるように得られるものが多くあった。 

当日は雪も降る足場の悪い時期であったが、たくさんの方から参加していただき、様々な視点から

協議していただけた。生徒だけでなく参加者の「主体的・自立てな学び」の姿勢や「深い学び」をし

たいと考えている教職員がいることを確認できた。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名   上越地区国語部     

 

２ 郡市名    妙 高 市      ３ 会場校    妙高高原中学校      

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 上越教育大学・特任准教授 小出 信也 

上越教育事務所・指導主事 草間  啓 

(2) 研究推進責任者 妙高市立妙高中学校・教諭 寺島 佳子 

(3) 会場校責任者 妙高市立妙高高原中学校・教頭 水野 頌之助 

(4) 研究推進委員（授業者） 妙高高原中学校・教諭 上山 晃平 

 妙高市立新井中学校・教諭 後藤 弘彦 

   

   

   

   

   

   
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 5月 30日/妙高高原中 ５ 年間計画作成 授業草案検討 

２ 6月 27日/妙高高原中 ４ 指導案検討 研究主題確定 

３ 7月 25日/妙高高原中 ５ 指導案検討 「深い学び」につながる課題設定・課題提示の検討 

４ 8月 8日/新井はねうまアリーナ ４ 指導案検討（兼 市教研国語部会全部員研修）第 3回委員会の内容の練り上げ 

５ 8月 22日/妙高高原中 ４ 指導案検討 10月 10日 プレ授業の検討 「読み」を深める技法の活用検討 

６ 10月 10日/妙高中 ４ 1年次公開授業のプレ授業「字のない葉書」（授業者：妙高中学校 寺島 佳子） 

７ 11月 28日/妙高高原中 ６ 指導案検討（指導者からの助言） 研究会準備 

８ 12月 5日/妙高高原中 ６ 1年次研究会（まとめの手段確認） 

９    
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和 ７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名 西脇 悠太            
（学校名： 燕市立吉田中学校   ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名  中越国語推進委員会                 
 

２ 郡市名  燕市・西蒲原郡           ３ 会場校  燕市立燕中学校               

 

４ 研究主題 

生徒が自ら問いを考え、本文を根拠に読解し、話し合いを通じて考えを形成する姿の育成。 

 

 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

本研究では、県中教研が目指す「深い学びの姿」を、「生徒同士が対話を通して互いの考えの共通点や

相違点に気づき、練り合いの中で学び合う姿」、「そしてそれらの気づきから、考えを広げたり深めたり

して、自分の意見を練り上げ、再構築することができる姿」とした。それを踏まえ、物語教材において、

生徒が主体的に作品に向かい合うことができるよう、生徒の疑問を大切にした授業を展開していく。ま

た、疑問を開設する場として、「対話」「協働」を効果的に配置し、自らの考えを形成していく姿を目指

す。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

生徒自身の疑問や、読みを深めるための視点をもとに生徒同士の対話の中から問いを練り上げ、生徒

が学習の見通しをもって主体的に学習する姿につなげる。読みが深まる問いを「中心の問い※１」とし

て設定し、その問いの解決に至る解決方法を検討したり、他の問いを順序立てて並べたりすることで、

「問いの地図※２」を作りあげる。生徒が問いの解決の道筋を組み立て、作品を読み進められるように、

「読みの手法※３」を単元が終わる度に「学びの地図※４」にまとめておく。それらを生かして、各作

品を読み解く。この活動を繰り返すことで「疑問の発生→言葉に関する見方・考え方を働かせて課題解

決ができる」力を定着させ、社会生活でも国語力を適切に使うことにつなげる。生徒が考えを形成する

ためには「読みの手法」を使うと同時に、自分の読みを可視化し整理していくための思考ツールを活用

する。 

※１ この単元で探求する中心となる「読みが深まる問い」を指す。 

※２ 生徒の疑問からできた問いをどのような順で読み解き解釈していくか生徒とともに単元構想し、

問いを順序立てて並べた単元構想図を指す。 

※３ 物語教材を読む際に意識すべき要素を指す。（人物像、情景描写、キーワードなど） 

※４ 生徒が物語単元を学ぶ中で学習してきた「読みの手法」が蓄積された学習ログを指す(タブレッ

ト端末内に作成、蓄積)。 

 

意識した深い学びの技法 

【設定】①学んだ知識を活用して課題や目標を設定する。 

    ③視点・観点・論点を設定して思考や表現をする。 
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【思考】⑧異なる多様な考えを比較して考える。 

【解決】⑨学んだ知識や技能を活用して思考や表現をする。 

    ⑩仲間と練り合いや練り上げをする。 

【表現】⑬理由や根拠を示して論理的に説明する。 

【評価】⑱身に着けた資質、能力をメタ認知し成長につなげる。 

 

７ １年次の成果と課題 

（１）成果 

教師からではなく、自分たちで考えた問いと向き合うことは、生徒が作品に主体的に作品に向き

合う姿を引き出すことに有効であった。具体的には、疑問の解決に向けて生徒同士が本文を元にし

て積極的に対話をする姿が多く見られた。自身と異なる意見を聞き新たな視点に気づく姿や、自身

と近い考えを聞き自信を持つ姿など、話し合いによる思考の練り上げで考えを形成することができ

ていた。 

（２）課題 

   「中心の問い」（読みが深まる問い）を考え選ぶ中で、生徒が選び出した問いが本当に深まる問

いだったのかという点で課題が見えた。生徒にとって気になる問いと、教師が想定した「中心の

問い」（作品の主題に迫る問い）に乖離があり、生徒の自力での疑問の解決はできたが、読みの深

まりという点では不十分と思える部分があった。「中心の問い」（読みが深まる問い）の定義や、

選出の必要性といった方向性で更に検討が必要と言える。また、「問いの地図」の作成において

も、初発の疑問を重視するあり方や順番を決めるタイミングの点で、活動の固定化や限定化とい

った課題が見えた。初発の疑問にこだわりすぎず、問いや生徒の気付きに着目し、読み進めてい

く展開への転換を検討している。そして、話し合い活動を多く行うためファシリテーターの育成

も進める必要性もある。 

 

８ 運営の成果と課題 

 （１）成果 

    ・これまであまり共有されていなかった各校での実践の蓄積を共有するきっかけとなり、各自

の得意とする分野や視点を研究推進委員会での検討に生かすことができた。 

    ・オクリンクプラスやキャンバといった ICTを活用した、情報の共有や蓄積での有効性を共有

することができた。 

  （２）課題 

    ・研究推進委員会での検討を、各校へフィードバックし日々の実践へ生かす。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名  中越国語推進委員会      

 

２ 郡市名  燕市・西蒲原郡        ３ 会場校  燕市立燕中学校           

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 新潟大学教育学部・教授 足立 幸子 

(2) 研究推進責任者 燕市立吉田中学校・教諭 西脇 悠太 

(3) 会場校責任者 燕市立燕中学校・教諭 北 直人 

(5) 研究推進委員（授業者） 燕市立燕中学校・教諭 齋藤 洋子 

研究推進委員 燕市立燕北中学校・教諭 山田 由美子 

研究推進委員 燕市立小池中学校・教諭 川本 達也 

研究推進委員 燕市立分水中学校・教諭 込山 伸也 

研究推進委員 弥彦村立弥彦中学校・教諭 横山 学 

   
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ ７月１７日／燕中 ８ 研究主題の検討 

２ ７月３１日／燕中 ６ 教材検討 

３ ８月１９日／燕中 ７ 指導案素案作成 

４ ９月１日／燕中 ８ 指導案検討 

５ １０月２日／燕中 ８ 授業実践の参観（燕中齋藤：少年の日の思い出で問いの地図作り） 

６ １１月４日／吉田中 ８ プレ授業公開研修会（吉田中西脇：走れメロスで中心の問い決め） 

７ １１月２７日／燕中 ６ 今年度のまとめ 

８    

９    
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※ 「委員どうしによる授業の見せ合い」は実施者等実施内容を記述する。 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 伊藤 篤志 

報告者氏名                 
（学校名：新潟市立関屋中学校） 

 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 
 
 

１ 部会名     国語          
 

 

２ 郡市名     新潟          ３ 会場校  新潟市立巻西中学校                

 

４ 研究主題 

 

学び合いを通して、生徒が言葉による見方・考え方を使って考えを深め、 

自らの成長を実感する国語科指導 

 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

これまでに「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業実践、授業改善が各校で行われてきた。

対話を通しての学び合う活動は他者の考え方に触れることで、自己の考えを広げ、深める上で重要であ

る。しかし、対話に重点を置くあまり、自分の考えを述べただけで深まりのない授業となってしまうこ

とも多い。 

 このことから国語科では、これまで、 

① 「言葉による見方・考え方」を生かすことのできる教育活動をどのように設定するか。 

② 生徒が思考を深めることのできる指導をどう進めていくか、そのための学習環境、手立てはどう

したらよいか。 

を意識し、主題を設定し実践を進めてきた。 

 国語科の「言葉による見方・考え方」とは、対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、働き、

使い方等に着目して捉え、その関係性を問い直して意味付けることである。 

本研究においては、生徒が課題解決に向けて、対話を通して課題に対する考えを深める活動を通して、

言葉と深く向き合い、自分が表現したいことをどのように表現するのかを思考する姿や、考えの違いを

認め合い、自分の考えを再考しようとする姿を目指している。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

 上記の主題設定の理由と目指す深い学びの姿を受け、本実践では、「深い学びの２０の技法」から以下

の技法を取り入れた指導計画を構想した。 

③ 視点・観点・論点を設定して思考や表現をする。（設定） 

⑧ 異なる多様な考えを比較して考える（思考） 

⑩ 仲間と練り合いや練り上げをする。（解決） 

⑬ 理由や根拠を示して論理的に説明する。（表現） 
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⑲学習成果と自己との関わりを振り返る。（評価） 

 その中で、研究主題に迫るためには、特に、⑧・⑩の姿が生徒に見られることが重要であると捉え、

本時に具体的な手立てを取り入れ提案する。実践を全会員に参観してもらい、その是非・適否について

協議し、研究を深めていく。 

 

７ １年次の成果と課題 

３年生で学ぶ「初恋」の詩をもとに、自分が表現したい情景や思いに合わせた形式で詩を創作する学

習を行った。作り上げた詩は、同じ形式を選択した者同士でグループを組んで検討した。「初恋」を「人

や物事に対する初めてのときめき」と定義し、島崎藤村の定型詩の形式以外に２つのコースを設ける手

立てを講じることで、生徒たちは、よりよい表現を探るために意欲的に意見交換を行った。取り組みや

すい創作活動ができたものと考える。 

その上で、創作段階や検討会において拠り所となるように設定した「コースごとのミッション」の条 

件については課題として残った。視点が定まり、考えやすい面もある一方で、種類の多さもあり活動の

難易度を上げてしまったことである。 

 その他、「練り合い、練り上げる姿」について、「練り合い、練り上げる」具体的な姿をもう少しはっ

きりさせる必要を感じた。単元や本時で目指す生徒の姿、その姿に到達するためにどのような姿が見ら

れるといよいのか、「異なる多様な考えを比較して考える」姿とどう違うのかなどをはっきりさせた授

業を作っていくことで主題に迫る授業を構想する必要性を感じた。 

 

８ 運営の成果と課題 

【成果】 

・会場への参集とオンラインを並行して行うことで、全会員の参加と協議ができるように計画・準備

を進めることができた。 

・協議内容（目指す姿に迫るための具体的な手立て）をあらかじめ決め、示しておくことで授業を参

観する視点に沿った意見を集約することができた。 

・授業を録画配信にすることで、オンラインの接続不能等の急な変更に対応することができた。 

・参集した方たちの協議会は、ファシリテーションの形式で行い、各グループで成果と課題が見える

ように模造紙にまとめて発表することで共有することができた。 

【課題】 

・研修会当日に ZOOM 配信ができず、オンライン参加者同士の協議会を行うことができなかった。後

日、会員が授業を見ることができるように対応し、各校の協議内容の報告ができるようにした。 

・参集で授業を見て協議を深めるためにさらに協議方法を工夫していく必要性も感じた。 

・配信のための技術的な準備に幹事の方々に多大な労力がかかった。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名   国語                

 

２ 郡市名   新潟市            ３ 会場校 新潟市立巻西中学校                   

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 新潟市教育委員会・指導主事 小林 圭一 

(2) 研究推進責任者 関屋中学校・教諭 伊藤 篤志 

(3) 会場校責任者 内野中学校・教諭 川瀬 智子 

(4) 研究推進委員（授業者） 巻東中学校・教諭 中谷  奏瑛 

(5) 研究推進委員（授業者） 巻西中学校・教諭 滝澤 瑞希 

(6) 研究推進委員 大江山中学校・教諭 島田 清孝 

 白南中学校・教諭 新田見 博文 

 早通中学校・教諭 木村 悠子 

 東新潟中学校・教諭 青田 美香 

 白新中学校・教諭 吉野 知子 

 新津第一中学校・教諭 馬場 徳子 

 五十嵐中学校・教諭 亀島 望 

 高志中等教育学校・教諭 阿部 恵 
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 5/15 中野小屋中学校 20 
本年度事業の計画・県中教研指定研究のプレ授業である市の一斉研に向けての計
画立案・組織作り 

２ 7/30 関屋中学校 21 研究主題・目指す生徒像確認、授業構想・指導案検討 

３ 9/18中野小屋中学校 21 プレ授業指導案検討会 

４ 10/16 巻東中学校 20 プレ授業に向けてのプレ授業参観・協議会、１１月６日の研修会の内容検討 

５ 10/23 巻東中学校 22 プレ授業実施・配信用に録画・協議会、１１月６日の研修会の内容検討 

６ 12/18中野小屋中学校 16 １年目の研究の成果と課題の振り返り  

７ 2/   ZOOM各勤務校     ２年目の見通し、流れの確認・来年度研究推進委員の確認 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名 後藤 陽子   
（学校名： 五泉市立五泉中学校 ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名   国語（下越）   
 

２ 郡市名   五泉市・東蒲原郡   ３ 会場校   五泉市立川東中学校   

 

４ 研究主題 

身に付けてきた読みの力を活用し 

自己・他者・教材とつながることで学びを実感できる国語授業 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿  

（１）主題設定の理由  

  「深い学びにいたる授業」 

中学校学習指導要領（平成 29 年告示）では、言葉による見方・考え方を働かせ、国語を通して

「正確に理解し、適切に表現する」資質・能力を育成することを目標としている。そのための学習

波形統的・段階的に構成されており、生徒は螺旋的・反復的に学びを積み重ねることで、自らの「読

み方」や「学び方」を身に付けていく。 

本地域の国語の授業において体現したい生徒の姿は、自力で教材を読解し、他と対話することを

通して考えを広げ深め、自己の学びを実感する姿である。それを実現するためには、生徒が基礎と

なる「読み方」「学び方」を習得すること、そしてそれを生徒が適宜蓄積・活用しながら自力で学習

を進められる学習過程を教師が意識して設定することが必要である。今年度の五泉市・東蒲原郡の

国語部は各学年１クラスの小規模校３校を含む、６校 12 名で構成されている。若手が多く、国語

教員が１名しかいない学校もあり、「深い学びにいたる学習過程」を意識しつつも、教材研究や学習

過程の構成において、相談したり、意見共有をしたりすることが難しかった。そこで、まずは教師

自身が生徒の読解や学びの過程を精査し、３年間を系統立てた学習過程を設定、共有、実践するこ

とで、生徒が自身の読みの深まりや学ぶ楽しさを実感できる授業を地域全体で目指したいと考えた。 

（２）目指す深い学びの姿 

  ①読解の場面で、過去のステディ・ログを活用し、自分なりの読み方で目的をもって教材を読み進

める姿。 

  ②学習を通して有益だと感じた「読み方」「学習の進め方」「ポイント」等を記録に残し（ステディ・

ログ）、事後の学習に生かそうとする姿。 

  ③自己、他者、教材との対話（協働）を通して、考えを広げ深める姿。 

 

   ①について、教科書に線やメモなどの書き込み（思考の足跡）がたくさん記入されている。【わき

お】【系統性】 

   ②について、振り返りの記述に今後も役立つ読み方や学び方の具体的な内容が書かれていたり、

交流をとおして、考えの追記や変容が見られたりする。また、授業の終わりに「次に～したい」

とか、授業の初めに「今日は～を追究したい」と意欲や意思がある。【振り返り、ステディ・ロ

グの蓄積と活用】 

   ③について、自分と意見や考えが同じ人、異なる人など、「話したい」「意見を聞きたい」と感じ
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た人と意見交流をする。また、分からないことがあったときに、調べたり、聞いたりして自分

から疑問を解消している。【課題】【対話のスキル】 

   

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

① ３年間を系統立てて物語文の読解力を高める「読みの力」の「習得と活用」。 

② 自分の学び方（読み方）を実感できる「振り返りの蓄積」。 

③ 読みの深まりが実感できる「系統的な最終課題（パフォーマンス課題）の提示」。 

    

７ １年次の成果と課題 

 （１）成果 

  ・物語教材を読解するための手立て（読みの力）の１つとして、「教科書への書き込み」を実践し 

ている。書き込みの視点は「分かったこと」「疑問」「思ったこと」（通称わきお）であるが、こ 

れは、説明文や他の教材を読解する際にも批判的な読みの入り口として有効であることが実感 

できた。「読みの力」に汎用性あり。 

  ・「振り返り」を生徒と教師が共有することで、生徒の読みの現在地や気付き、思考の変化やつま

ずきを知ることができた。また、振り返りを記録し蓄積することで、後の学習で生徒が学び方

を見直し、活用する場面が見られた。（生徒の支援にも有効） 

  ・学びの成長を実感できる系統的な最終課題として、「ポップ」や「本の帯」の作成を実践した。

これらの課題に系統的・螺旋的に取り組むことで、読解の視点が鍛えられ、作品の魅力を分析

し、相手に伝わるようにレイアウトを工夫し、長い文章を短いキャッチコピーにまとめて表現

する思考力・判断力・表現力の向上が期待できると感じた。 

（２）課題 

・教科書への書き込み（仲間と一緒に書き込んでいく）の発展 

・適切な意見交流の方法（ペア、班、全体の形態やタイミング）や問い返しなどの対話の技術 

  ・個別最適な学びのための手立て 

 

８ 運営の成果と課題 

（１）成果 

   ・五泉市と東蒲原郡では距離が遠く、すぐに集まることができないという不利な点を解消する

ために、県の教育支援システム TeaRoom で情報交換を行った。写真や動画が挙げられるた

め、研推メンバーだけでなく、全員で研究概要や授業に関する情報交換をすることができ

た。TeaRoom での情報共有はさながら「教師のステディ・ログ」の蓄積と活用であり、研究に

対する意欲向上にもつながった。 

   ・全学校で共有した授業実践を行うことで、地域全体の授業改善を目指すことができた。 

   ・プレ発表では班ごとに記録係を付けたり、各校のポップや本の帯の掲示物を掲示したりして

本発表を意識することができた。 

   ・指導者からワークシートやたくさんの授業の手立てを教えていただいた。そのワークシート

を授業で活用することが授業改善につながった。 

（２）課題 

・指導者との教材研究を研推メンバーと情報共有すること。 

・12人の国語部員全員が日々の授業で研究を継続すること。  
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  資  料                                          

 

１ 部会名   国語（下越）      

 

２ 郡市名   五泉市・東蒲原郡    ３ 会場校   五泉市立川東中学校                  

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 新潟市立赤塚中学校・教頭 佐久間 奈々子 

(2) 研究推進責任者 五泉市立五泉中学校・教諭 後藤 陽子 

(3) 会場校責任者 五泉市立川東中学校・教頭 鈴木 隆士 

(4) 県･郡市指導主事   

(5) 研究推進委員（授業者） 五泉市立川東中学校・教諭 霜越 日和 

 五泉市立五泉北中学校・教諭 長谷川 尭哉 

 五泉市立村松桜中学校・教諭 羽賀 千尋 

 阿賀町立阿賀津川中学校・教諭 小林 ちあき 

 阿賀町立三川中学校・教諭 藤井 好美 

 阿賀町立三川中学校・教諭 島津 一美 

   

   
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 
人

数 
主な内容 

１ 6/24 五泉市立五泉中学校 7 
・研究の方向性 
・研究主題 

２ 8/4 阿賀町立三川中学校 4 ・「さんちき」指導案作成 

３ 8/21 五泉市立五泉中学校 7 
・「さんちき」指導案検討 
・プレ授業準備 

４ 9/18 阿賀町立三川中学校 ７ 
・「さんちき」授業公開 
・指導案見直し 
・プレ授業準備（仕事分担確認） 

５ 11/5 五泉市立五泉北中学校 8 
・１年次プレ発表            
・反省 

６ 12/26 五泉市立川東中学校 4 ・「少年の日の思い出」指導案検討 

７ 1/14 五泉市立川東中学校 4 ・「少年の日の思い出」指導案検討 

８ 1/28 五泉市立川東中学校 ８ 
・「少年の日の思い出」授業公開     
・今年度の反省とまとめ 
・次年度の研究の方向性 

９    

10    

※ 「委員どうしによる授業の見せ合い」は実施者等実施内容を記述する。 

 

 

 

12



様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名    大下 昇吾        
（学校名：柏崎市立南中学校） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名     数学           
 

２ 郡市名    柏崎・刈羽        ３ 会場校   刈羽村立刈羽中学校       

 

４ 研究主題 

 

深い学びを実現する指導の工夫 ～条件を変える活動を通して～ 

 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

主題設定の理由 

 素直に課題に向かう生徒が多い。一方、学力差が大きく、何をすればよいか分からなくなると集中で

きない生徒もいる。分からないところがあると教え合うなど、活発に交流することができるため、課題

に向かう手立てを示しながら進めたり、お互いの考えを伝えたりする場面を取り入れていきたい。条件

を変える活動を行った結果、予想とのずれを感じたり、図形のもつ美しさや不思議さを感じたりしてほ

しいと思い、研究主題を設定した。 

目指す深い学びの姿 

条件を変えることででてきた疑問を、自分なりの方法で解決しようとする姿 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

県中教研の研究主題を受け、 授業時における先生方のこだわりを紹介し合い、目指す生徒の姿を共

有するところから研究推進委員会をスタートさせた。各回の研究推進委員会では KJ 法や KPT 法を用い

て、研究推進委員の先生方からのご意見をまとめ、成果と課題が見えることを意識した。 

授業公開に向けては、授業者から「深い学びの技法」を参考に、条件を変える活動を手立てとした授

業の提案があった。日程的には難しかったが、授業公開前に１度プレ授業を行い、生徒の姿をもとに発

問や授業の進め方について検討した。研究推進委員から改善点や多くの提案があり、授業者と研究推進

委員がより具体的な授業イメージを共有して授業公開当日を迎えられた。 

授業後の研究協議会では、十分な時間をとることで、参加者から貴重なご意見をたくさんいただいた。

来年度につながる具体的な授業改善の視点を共有し、目指す生徒の姿により近づけられるような授業を

目指したい。 

本時で用いた深い学びの技法 

⑥「複数の資料や観察結果の比較から結論を導く」 

⑪「原因や因果関係、関連性を探る」 
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７ １年次の成果と課題 

○授業公開の内容を考えるときに、授業者から行いたい授業イメージを提示してくれたことがありが

たかった。研究推進委員からも、自分の知識と経験から様々な提案をしていただき、授業公開当日を

迎えられた。 

○協議会では、「深い学びを実現するにあたり，本時の手立ては有効であったか」を協議題として、課

題設定や手立てについてのご意見をいただいた。来年度につながるさまざまな視点をいただくことが

できた。 

●前時のワークシートを電子黒板に写したり、方眼紙を使って図形を書かせたりしたが、果たして有

効なのかというご意見をいただいた。今後より良い方法を検討する必要がある。 

●深い学びの技法⑪「原因や因果関係、関連性を探る」を手立てとしていたが、ひし形の定義を全体

で確認しなかったため、生徒の活動があいまいになった場面があった。どこで確認を行うかという時

間配分と合わせて、改善の余地がある。 

 

８ 運営の成果と課題 

○研究推進委員会から KJ法、KPT法を用いて準備を進めることで、成果と課題を見やすくすることがで

きた。授業公開当日に研究推進委員会の記録を掲示し、参加者に見ていただいた。 

○参加者からは、「協議会の時間が十分に確保されており、他校の先生方のお話がたくさん聞けた。課題

や教材の本質に迫る深いお話がたくさんできて充実していた。」と感想をいただいた。 

●研究推進委員会への参加だけでなく、日程調整、案内作成・配付、事務局等への提出物（報告含む）、

会計処理など負担が非常に大きい。全県部会時に、研究推進委員会内で仕事を分担してもよいという話

があったが、役割分担が出来る仕事内容ではないと感じている。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名    数学            

 

２ 郡市名    柏崎・刈羽         ３ 会場校   刈羽村立刈羽中学校       

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 柏崎市立西山中学校・校長 宮崎 隆史 

(2) 研究推進責任者 柏崎市立南中学校 大下 昇吾 

(3) 会場校責任者 刈羽村立刈羽中学校 石澤 たえこ 

(4) 県･郡市指導主事   

(5) 研究推進委員（授業者） 柏崎市立第一中学校 相澤 敦示 

 柏崎市立第二中学校 小沢 優貴 

 柏崎市立第三中学校 阿部 祐一 

 柏崎市立瑞穂中学校 和田 真理子 

 柏崎市立東中学校 伊藤 龍矢 

   

   

   
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 
６月２４日（火） 

／刈羽中学校 
７ 

○年間計画作成 
○教科・領域で目指す深い学びの姿はどのような姿か検討 
・先生方のこだわり（教師が行うこと・生徒の求めること）をＫＪ法でまとめた。 

２ 
７月２２日（火） 

／刈羽中学校 
７ 

○教科・領域で目指す「深い学びの姿」はどのような姿か検討 
・行動・発言・記述などをＫＪ法でまとめた。 
○教科・領域で目指す「深い学びの姿」の実現にはどのような手だて（「深い学び
の２０の技法」）が有効か検討 
○研究主題の検討・決定 

３ 
１０月２８日（火） 

／刈羽中学校 
８ 

○授業公開指導案の検討 
・教科・領域で目指す深い学びの姿を確認し、深い学びの 20 の技法を基にした
手だてを検討した。話し合いの内容をＫＪ法でまとめた。 
○授業公開時の役割分担の検討 

４ 
１１月１９日（水） 

／南中学校 
８ 

○公開授業指導案を基にしたプレ授業 授業者：南中学校 教諭 大下 昇吾 
内容：３年 中点連結定理 
・実際の生徒の様子から、KPT 法を用いて研究協議会を行った。１年次授業公開
に向けての改善点を共有した。 

５ 
１２月２日（火） 

／刈羽中学校 
７ 

○１年次公開授業 会場：刈羽中学校 授業者：教諭 石澤 たえこ 
・授業公開後の協議会では KPT法を用いて、今年度の研究成果のまとめと来年度
への課題を明らかにした。※授業参観・協議会への参加人数は２０名。 

６    

７    

８    

９    

10    

※ 「委員どうしによる授業の見せ合い」は実施者等実施内容を記述する。 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和 ７、８年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名     小島  啓介      
（学校名：  十日町市立中里中学校    ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名  中越地区・数学    
 

２ 郡市名   十日町市・中魚沼郡   ３ 会場校   十日町市立中条中学校                   

 

４ 研究主題 

主体的に学びに向かう生徒の育成 

～全員参加型の授業を目指して～ 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

  十日町市・中魚沼郡の現状として、NRT 等の結果から数学の基礎的な内容の定着に大きな課題があ

る。また、数学に対して苦手意識がある生徒が多くいることで、授業に対して消極的、もしくは主体

的に参加できない生徒も一定数いる。それらを改善し深い学びに向かうために、「全員参加型」をテー

マに授業を構想することとした。 

  目指す生徒の姿は、自分の見方や考え方を分かりやすく伝えたり、自他の考えを比較して共通点や

相違点を見つけようとしたりするなど、主体的に数学の学習に取り組む姿である。しかし、実際は生

徒が受け身であることが多く、話し合い活動でも一部の生徒の発言や教師主導で学習が進んでしまう

授業が散見される傾向にある。 

  そのため、自らが発言したり、他者の発言を聞いたりしながら生徒たちが意欲をもって課題を見出

し、それを解決していくような授業展開を目指すことで深い学びの姿につながると考え、この研究主

題を設定した。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

  『「教師の学び合い」自体が「学び合う授業」の具体化に有益なヒントをもたらす』という考えのも

と、研究推進委員が中心となり、各校で授業を公開する。生徒が主体的に取り組み、問題解決的な学

習を進める授業の工夫として、 

 ①問題を提示し、そこから生徒が予想を立てることで全員が自分の考えや立場をはっきりとさせる。 

 ②生徒が自分の言葉で自他の見方や考え方を全体に伝え、学びを深めていく。 

 ③既習事項をカードとして掲示しておくことで、生徒が学習のつながりを考えながら課題を解決して

いく。 

 ④ICTを用いながら、生徒が課題を把握しやすいような工夫を行う。 

 ⑤生徒の個別最適な学びのために演習問題を解く時間を確保する。 

  の５つの項目を柱とした。 
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７ １年次の成果と課題 

 【成果】 

 ・「全員参加型」の意味するところを部会内で確認しつつ、どのような生徒の姿があれば「全員参加

型」であるかということを共通認識することができた。 

 ・一人一人が「全員参加型」というテーマについてのアイデアを持ち寄り、実践することで、部会

内での意識の高まりがみられた。 

 ・「深い学び」を実現するために、生徒の現状を深く考え、それに即した「学びの技法」を取り入れ

ることで「全員参加型」に近づく展開となり、授業改善につながった。 

 

【課題】 

 ・「全員参加型」ということへの認識が曖昧だったり、目的がずれてしまったりしたことで、研究推

進委員内で意見がまとまらず、生徒の深い学びにつながらないところがあった。 

 ・複数の実践共有に至らず、限られた実践での研究推進になってしまった。 

 

８ 運営の成果と課題 

 【成果】 

 ・研究推進委員会や検討会では、スムーズな進行で予定された時間内に終了することができた。 

 

 【課題】 

 ・プレ授業公開が延期なった際に、連絡系統やその他の要素を考慮せずに準備を進めていた。 

 ・プレ授業後に行う予定だった研究推進委員会を日程の都合上行うことができなかった。 

 ・資料の準備や指導者、研究推進委員への案内にゆとりのないことがあった。 

 ・部会内の役割分担が明確でなかったため、一部の部員に仕事が偏ってしまった。 

 ・実践として多くの回数をこなすこと、また郡市内の数学部員にも積極的に案内や方向性を周知し、

協力を得ることが少なかった。 

 ・日程の調整や連絡系統の準備不足など、効率的に事務を進めることができなかったところがあった。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名  中越地区・数学           

 

２ 郡市名  十日町市・中魚沼郡    ３ 会場校   十日町市立中条中学校     

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 中越教育委事務所・指導主事 笠井  繁 

(2) 研究推進責任者 十日町市立中里中学校・教諭 小島 啓介 

(3) 会場校責任者 十日町市立中条中学校・教頭 駒野 哲哉 

(5) 研究推進委員（授業者） 十日町市立中条中学校・教諭 小林 成夢 

 十日町市立十日町中学校・教諭 江村  浩 

 十日町市立中条中学校・教諭 佐藤 政幸 

 十日町市立吉田中学校・教諭 青木  崇 

 十日町市立水沢中学校・教諭 小川 精也 

 十日町市立川西中学校・教諭 高林 瑞樹 

   

   
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 6 月 25日 中条中学校 9 
・年間計画づくり 
・数学科における「深い学び」についての検討 

２ 7 月 14日 中条中学校 8 
・テーマ設定について 
・プレプレ授業者の授業者について 

３ 9 月 24日 中条中学校 7 
・プレ授業指導案検討 
・プレプレ授業に向けた準備 

４ 11 月 4日 水沢中学校 8 
・プレプレ授業実践（水沢中・小川教諭） 
・授業検討 

５ 12 月 9日 中条中学校 7 
・プレ授業公開研究発表会 
・授業検討 
・来年度に向けての方向性の決定 

６    

７    

８    

９    

10    

※ 「委員どうしによる授業の見せ合い」は実施者等実施内容を記述する。 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名    細川 伸子        
（学校名：新潟市立白根第一中学校） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名 数学部 
 

２ 郡市名  新潟地区   ３ 会場校  新潟市東石山中学校、岡方中学校、木戸中学校 

 

４ 研究主題 

 

数学的な見方・考え方を働かせて、数学的に考える資質・能力を育成する授業 

 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

前次研究では、数学科における「深い学び」を「数学的な見方・考え方を働かせ、数学的に考える資

質・能力を身に付ける学び」と定義し、「課題設定」「見通し」「まとめ」に注目した授業研究を行ってき

た。昨年度の一斉研修では３つの授業公開を行い、学習指導案には、本時の中で取り組む数学的活動や

育みたい資質・能力、そして、「課題設定」「見通し」「まとめ」の３つの視点から講じる手立てを明記し

た。授業研究から、生徒が働かせる数学的な見方・考え方を具体的に想定して、その機会を保障する数

学的活動を組織することが肝要であることを、数学部員の中で共有することができた。今年度は、これ

らの成果を踏まえ、生徒の数学的活動のより一層の充実を目指し、研修を進めてきた。各単元、実践に

おいて生徒が取り組む数学的活動の中で、「事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、

論理的、統合的・発展的に考える」とは、どのような姿なのか、より具体にしながら、深い学びの実現

を目指したい。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

 来年度の県指定研究に向けて、３学年においてプレ授業公開を実施した。各単元とも、生徒に働かせ

てほしい数学的な見方・考え方とはどのようなものであるか議論しながら授業づくりを行った。プレ授

業までの過程は以下のとおりである。 

（１） 指導案の検討 

  ７月２９日(火)「構想カード」検討 

  ８月１９日(火)「指導案（略案）検討」→プレ授業決定 

  ９月１７日(水)「プレ授業指導案検討」 ※ 指導者 新潟大学 阿部好貴先生ご指導 

（２） プレ授業の・協議会の実施 

  １０月２０日(月)「３年 図形と相似 ～相似な三角形～」 木戸中学校（尾崎 帝士郎教諭） 

  １２月 １日(月)「１年 変化と対応 ～反比例のグラフ～」 岡方中学校（中澤 啓介 教諭） 

  １２月 ４日(木)「２年 図形と証明 ～二等辺三角形の性質～」東石山中学校（村山 佳宏教諭） 

 

７ １年次の成果と課題 

（１）成果 

  研究推進委員で学年・単元を分担し、構想カードや指導案（略案）を持ち寄って検討することで、
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多くの資料の中からプレ授業の公開に向けて、単元を絞ることができた。構想カード、指導案の検討

においては、新潟地区の研究主題である「数学的な見方・考え方」を働かせている具体的な姿をイメ

ージしながら意見を出し合うことができた。また、これらの検討を経てブラッシュアップした指導案

に基づき、プレ授業を３公開することができた。特に１２月の２回のプレ授業においては、これまで

以上に多くの参会者と共に意見を交わし、来年度に向けて見通しを持つことができた。 

（２）課題 

  プレ授業の中で、指導案改善の視点を得ることができた。来年度の会場校である新潟市立木戸中学

校の実態に即して、柔軟に指導案を修正していくことが今後の課題である。 

 

８ 運営の成果と課題 

（１）成果 

  各種資料の点検においては、新潟市中教研の代表顧問や副部長と連携しながら行うことができた。

また、プレ授業の実施においては、今年度の会場校となった木戸中学校、岡方中学校、東石山中学校

の数学部の先生方からご協力いただき、円滑な運営を実現することができた。 

  新潟市一斉研修会において部長と研修委員長からプレ授業を宣伝したこともあり、多くの参会者に

参集いただけたことも成果である。 

（２）課題 

  全学年での公開に向けて、すべての研究推進委員会やプレ授業において、研究推進委員が全員参集

できない場合があった。多くの集まりがあったことや、３つの授業公開であったこともあったが、日

程調整など、より円滑に進めていく。また、来年度の木戸中学校の数学部は３名になる見込みであり、

会場校担当の先生も授業者となる。事前に綿密な打ち合わせを行い、他の研究推進委員や新潟市の中

教研幹事で協力することで、授業者の先生方になるべく負担のないよう運営の準備を進めたい。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名 数学部 

 

２ 郡市名 新潟地区      ３ 会場校  新潟市立東石山中学校、岡方中学校、木戸中学校 

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 新潟大学・教授 阿部 好貴 

(2) 研究推進責任者 新潟市立白根第一中学校・教諭 細川 伸子 

(3) 会場校責任者 新潟市立木戸中学校・教頭 長谷川 智明 

(4) 県･郡市指導主事 新潟市立総合教育センター・指導主事 熊谷 友良 

(5) 研究推進委員（授業者） 新潟市立東石山中学校・校長 布川 直人 

 新潟市立上山中学校・教諭 関谷 卓也 

 新潟市立坂井輪中学校・教諭 柿田 凌 

 新潟市立岡方中学校・教諭 中澤 啓介 

 新潟市立南浜中学校・教諭 石田 勇弥 

 新潟市立木戸中学校・教諭 宮井 誠 

 新潟市立東石山中学校・教諭 村山 佳宏 

 新潟市立木戸中学校・教諭 尾崎 帝士郎 
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 
6/19(木)/新潟市立東

石山中学校 
9 

・今年度の研修について 
・プレ授業の公開に向けて 

２ 
7/29(火)/新潟市立東

石山中学校 
7 

・プレ授業のための構想カードの検討会 

３ 
8/19(火)/新潟市立東

石山中学校 
6 

・プレ授業のための指導案（略案）の検討会 

４ 
9/17(水)/新潟市立東

石山中学校 
10 

・プレ授業のための指導案（略案）の検討会 

５ 
10/20(月)/新潟市立木

戸中学校 
8 

・プレ授業公開（授業者：尾崎帝士郎（木戸中学校）） 
・授業協議会 

６ 
12/1(月)/新潟市立岡

方中学校 
9 

・プレ授業公開（授業者：中澤啓介（岡方中学校）） 
・授業協議会 

７ 
12/4(木)/新潟市立東

石山中学校 
9 

・プレ授業公開（授業者：村山佳宏（東石山中学校）） 
・授業協議会 

８ 
2/12(水)/新潟市立木

戸中学校 
9 

・来年度の研修について 

※ 「委員どうしによる授業の見せ合い」は実施者等実施内容を記述する。 
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令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名  小松田 泰弘    
（学校名：村上第一中学校 ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名  数学   
 

２ 郡市名  村上岩船   ３ 会場校   村上市立岩船中学校    

 

４ 研究主題 

数学的活動を通して、深い学びを実現する生徒の育成 

～現実の世界での、活用・意味づけの段階へと進むための工夫～ 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

 本地区では数学における深い学びの姿を「日常の事象を数学的に表現して問題解決に取り組み、得ら

れた結果を再び日常の事象に結び付けて解釈したり、類似の事象にも活用したりして、生徒自身が適応

範囲を広げる姿」と定めた。 

日ごろの授業においては、日常の事象を数学的に表現して問題解決に取り組むための工夫に主眼をお

いた実践は数多く行われてきた。一方で、求めた結果を日常の事象に活用したり、意味づけを行ったり

することについてはまだ改善の余地がある。そのため、研究主題を上記のように設定し、数学的な解を、

現実の世界でどのように活用するかに焦点を当て、研修を進めようと考えた。数学的に得られた解を生

徒同士が吟味し、生徒自身が「現実の場面で、お互い納得できる解（納得解）」を得て、「数学と日常は

つながっている」という実感を得る姿を目指して研究を進めていく。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

 研究推進委員会では、生徒が自分事として捉えられる日常の具体的場面を数多く列挙することから始

めた。そこにどのような条件を加えることで、数学的な解と現実的な解の差を引き出し、納得解につな

げられるかを検討した。また、郡市中教研の研修と合わせて、指導者の齋藤忠之先生からご講話をいた

だき、「活用・意味づけ」につながる手立てについての研修を深め、次の３つを中心的な手立てとして授

業を構築した。 

① 課題設定の工夫（No.1） 

「新しい車への乗り換え」という現実社会の具体的な事象を題材として取り上げ、総費用を一次関数で

表して比較する場面を設定する。生徒主導で事象場面を数理的に捉えさせ数学的表現を用いながら、「最

適な車を選ぶには何を考える必要があるか」について自立的、協働的に課題解決に向かわせる。 

② 活動形態の工夫（No.8） 

 生徒自身の考察や求めた結果をグループ内で共有する活動を行う。それぞれの生徒の最適な車の選択

理由や、表、式、グラフを根拠に用いた説明など比較検討することで、多様な考えを共有し、説明の練

り上げをする。 

③ 「振り返り」の工夫（No.19） 

 終末の「振り返り」では、次の３つの視点で行う。「数学的表現を用いて説明することの良さ」「学習

の進め方で良かった点」「今回の数学的学びを、実生活の他の場面でどう生かせそうか」この振り返りを

通して、生徒は問題解決によって得られた結果を日常の事象に結び付けて解釈したり、類似の事象に応

用したりすることができる。学習過程と結果を客観的に「活用・意味づけ」しながら内省することで、
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今後の学習意欲や主体性の向上につなげることをねらう。 

またプレ授業の指導案を郡市内の会員全員が実践し、有用な手立てや、課題について共有した。 

 

７ １年次の成果と課題 

（１） 成果 

・「車の乗り換え」という具体的な事象を設定したことで、生徒が課題を自分事として考え、

現実的な最適解を話し合って求めようとするなど、自立的、協働的に学ぶ姿につなげることが

できた。 

・授業当日の生徒の考えの傾向からグループ分けの観点を変えることで、グループ内でそれぞ

れの考え方を突き合わせて、「納得解」へつなげる姿勢が見られた。 

・振り返りの視点を定めて記述させることで、生徒からは実生活とのつながりを意識した記述

や別の事象に活用しようとする記述を引き出すことができた。 

 

（２） 課題 

・現実的な題材から数値を設定したことで、生徒にとって難解な計算が必要になり、数学的な

見方よりも計算に終始してしまう生徒が一定数いた。ねらいを達成させるための数値の設定

をより吟味する必要がある。  

・今回は２つの異なる条件を設定し、どちらかを選んで探求を進めるようにしたが、片方の条

件が、一つの値を代入するだけで解を考えることができてしまい、味方・考え方を引きだすま

でには至らなかった。条件設定をより工夫し、多様な見方や考え方ができるようにする。 

 

８ 運営の成果と課題 

（１） 成果 

郡市中教研と合わせて、指導者の先生からご講演を頂くことで、研究の方向性や手立てについ

て郡市内で共有することができた。その結果、推進委員だけでなく会員からも多くのご意見を

頂くことができ、それぞれの実践でも子供たちから満足のいく反応が得られた。 

 

（２） 課題 

研究推進委員会やプレ授業の準備が立て込んだ際、研究推進委員への派遣申請が遅くなった。

適切に仕事を分担し、漏れ落ちがないように運営していく。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名   数学    

 

２ 郡市名  村上岩船    ３ 会場校   村上市立岩船中学校  

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 県立教育センター・副参事 齋藤 忠之 

(2) 研究推進責任者 村上市立村上第一中学校・教諭 小松田 泰弘 

(3) 会場校責任者 村上市立岩船中学校・教頭 中山 久司 

(4) 研究推進委員（授業者） 村上市立岩船中学校・教諭 佐藤 正実 

  研究推進委員 村上市立村上第一中学校・教頭 田島 隆之 

   研究推進委員 村上市立荒川中学校・教諭 加藤 直樹 

  研究推進委員 県立村上中等教育学校・教諭 鈴木 友貴 
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ ６月 25日／岩船中学校 ５ 
・今年度の研究推進全体の流れについての確認、日程の設定 
・数学科における「深い学び」と実現するための手立てについての検討 

２ ７月 22日／岩船中学校 ５ 
・研究主題についての検討 
・研究授業の構想と手立てについての検討 

３ ８月 19日／村上第一中学校 ５ 

・郡市中教研 講演 
「数学的活動を通して、深い学びを実現する生徒の育成 
～問題解決の“その先へ”得られた結果を生きた学びにつなげるために～」 
 （講師：齋藤 忠之 様） 
・研究授業の構想と手立てについての検討 

４ ９月１日／岩船中学校 ６ ・研究授業指導案検討 

５ 10月 21日／村上第一中学校 ６ 
・研究授業 ２年「４章 １次関数」（授業者：小松田泰弘） 
・研究授業協議会 

６ 11月 13日／岩船中学校 ６ ・今年度の研究の振り返りと来年度の研究の方針についての検討 

 

24



様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名   佐藤 皓    
（学校名：  上越市立城東中学校  ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名  道 徳   
 

２ 郡市名  上越市     ３ 会場校    上越市立名立中学校    

 

４ 研究主題 

 

対話を通して、自分の考えを深め、よりよい生き方を追求する生徒の育成 

 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

  多様な価値観にあふれる現代において、一人一人のウェルビーイングを考えていくことの重要性が

高まっていると言える。また、会場校である名立中学校のグランドデザインにおいて、「自他理解を深

め、よりよい生き方を追求する授業づくり」を実践目標として挙げている。以上のことから、自分の

価値観を見つめたり、再構築したりしながら、様々な道徳的価値に対する自分自身の納得解を深めて

いくこと、さらにそこから人としてのよりよい生き方を考えていくことを本研究における指導の重点

事項とした。 

  また、今日の道徳科の授業では、多面的・多角的に考えを深めるために「考え、議論する道徳」の

実現が求められている。その実現のためには「対話」の活動で、意見交流をしながら、自分の考えを

見つめ直して深めていく活動は必要不可欠である。そのようなことから、本研究では「対話」の活動

を活性化させることにフォーカスして研究を進めていきたい。 

  以上の点を踏まえて、上記研究主題を設定した。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

 (１)．深い思考を促す「発問づくり」 

    ※関連する「深い学びの 20の技法」：「③視点・観点・論点を設定して思考や表現をする」 

   道徳科の授業デザインにおいて、思考を深めるための中心発問の検討はとても重要なポイントと

なる。本研究では、できるだけ多様な意見を引き出せるような発問とするために、答えがわかりき

っているようなクローズドクエスチョンではなく、「どんな思い？」「なぜ？」といった抽象的に問

うオープンクエスチョン（ダイナミックな中心発問）を設定していく。 

 

 (２)．対話や議論の場面での「問い返し」の活用 

    ※関連する「深い学びの 20の技法」：「⑦視点の転換や逆思考をして考える」 

                     「⑧異なる多様な考えを比較して考える」 

   道徳科の対話場面で思考を深めるためには、問い返しを活用していくことが重要である。出され

た生徒の意見に対して、授業者が「もう少し詳しく教えて」「〇〇という意見に対してはどう思う？」

などと問い返しを繰り返していくことで、ねらいとする価値に迫っていけるようにしたい。 
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 ３．自分の言葉での「納得解」の表現 

    ※関連する「深い学びの 20の技法」：「⑮自分の言葉で学んだことを整理しまとめる」 

   授業を通して考えたこと、自身の価値観の変容などを自分の言葉で表現させる場面を確実に設定

していきたい。また、その際に、「自分はどう考えるのか」という問いに対する「納得解」をもつ意

識を大切にしていきたい。生徒が素直に自分の思いを表現できる授業デザインを目指していく。 

 

７ １年次の成果と課題 

 【成果】 

  ・研究推進委員会での指導案検討や研究授業・協議会を通して、生徒の考えをより深める発問づく

りについて理解を深めることができた。特に、多様な意見を引き出すための「ダイナミックな中

心発問」を設定していくことの重要性を実感することができた。 

  ・研究授業において、終末場面で生徒に自分の言葉で振り返りを記述させる場面を設定することに

よって、その記述内容から生徒の思考の深まりを把握することができた。そこから授業デザイン

の成果を評価し、授業改善へつなげるという流れで研究を行うことができた。 

・「問い返し」を活用することで、生徒の思考を深めていくイメージをもつことができた。中心発問

だけで思考を深めるという展開でなく、議論の中で問い返しを繰り返していくことで思考を深め

ていくという展開が重要であるという点について、研究推進委員会や会場校の教員の中で意識を

共有することができた。 

  ・会場校の教員と研究推進委員と合同で研修を行ったり、連携して研究を進めたりしたことで、会

場校である名立中学校の教員の道徳の授業づくりに対する意欲の向上が見られた。特に、発問に

ついて、以前よりも検討を重ねたうえで授業に臨む姿が増えた。 

   

【課題】 

  ・「問い返し」について、難しさを感じている教員が多い。授業の中で出てきた生徒の意見から授

業を作っていく展開を目指すので、即興的な問い返しが必要な場面が多くなるからだと考えら

れる。「問い返し」をより活用していくためには、問い返しのポイントやコツを明らかにして、

誰にとっても活用しやすい「問い返し」の型を作り、より汎用性を高めていけるように研究を

進めていきたい。 

 

８ 運営の成果と課題 

 【成果】 

・計画的に見通しをもって、研修やプレ授業準備を進めることができた。プレ授業の授業づくりに

ついても、研究推進委員会の中で研究授業と協議会を繰り返しながら、指導案を練り上げること

ができた。 

・研究推進委員の人数は少なかったが、集まりやすく、意見交流もしやすいという利点があった。 

 【課題】 

・研究費をより活用できるようにしたい。今年度は執行額が少なかったため、会場校と相談しなが

ら必要な物品や資料を用意していきたい。 

  ・上越市学校教育研究会との連携の機会が少なかったため、来年度は研究会の準備などを分担して

行っていきたい。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名   道 徳   

 

２ 郡市名   上越市   ３ 会場校    上越市立名立中学校    

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 

  （県･郡市指導主事） 
上越教育事務所   ・ 指導主事 草間 啓 

(2) 研究推進責任者 上越市立城東中学校 ・ 教諭 佐藤 皓 

(3) 会場校責任者 上越市立名立中学校 ・ 教頭 山田 圭祐 

(4) 研究推進委員（授業者） 上越市立名立中学校 ・ 教諭 夏井 日菜子 

 上越市立大潟町中学校・ 教諭 村田 政宗 

 上越市立頸城中学校 ・ 教諭 中村 雅子 
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 
6/24(火) 

上越市立城東中学校 
４ 

・年間計画の作成 
・主題の検討 

２ 
7/15(火) 

上越市立城東中学校 
５ 

・公開授業（授業者：城東中学校 佐藤 皓） 
 「ハッチを開けて、知らない世界へ」（D-21感動、畏敬の念） 
・授業協議会 
・主題の検討 

３ 
8/6(水) 

上越市立名立中学校 
４ 

・名立中学校職員研修と合同開催 
「考え、議論する道徳」の授業デザインについて（講師：城東中学校 佐藤 皓） 

・指導案検討 
・主題の決定 

４ 
9/3(水) 

上越市立名立中学校 
 

 
豪雨のため、中止 

５ 
10/21(火) 

上越市立大潟町中学校 
５ 

・公開授業（授業者：大潟町中学校 村田 政宗） 
 「国境なき医師団・貫戸朋子」（D-19生命の尊さ） 
・授業協議会 
・指導案検討 

６ 
11/19(水) 

上越市立名立中学校 
６ 

・プレ授業（授業者：名立中学校 夏井 日菜子） 
 「国境なき医師団・貫戸朋子」（D-19生命の尊さ） 
・授業協議会 
・指導案検討 

７ 
12/17(水) 

上越市立名立中学校 
６ 

・年間活動の振り返り・まとめ 
・来年度に向けての確認 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和 ７ 年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名  山口 和希          
（学校名： 長岡市立三島中学校     ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名   道  徳         
 

２ 郡市名   長岡市・三島郡      ３ 会場校   長岡市立北辰中学校        

 

４ 研究主題 

道徳的諸価値についての対話を通して、『自分を語る』授業 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

研究推進委員会において、道徳の授業実践に関わる悩みを共有した。その中で、 

① 題材によっては教師が価値観を押し付けてしまいがちになり、生徒は意見の羅列になってしま

ったり、教師が望むような答えを言おうとしたりする。 

② 他者の視点を取り入れて自分の考えを広げるプロセスが生まれず、グループワークなどの意見

交換で多様な意見は出たものの、それぞれの意見が深まらない。 

③ 教科書の題材によってはテーマが抽象的過ぎて、生徒に「自分事」として捉えさせにくい。 

という悩みが推進委員からあがった。 

新潟県中学校教育研究会では、「深い学びにいたる授業」を研究主題としている。全県部会の道徳

部会において、深い学びにいたる授業に迫るために次のキーワードが示された。 

「見方・考え方」 「対話・語り合い」 「自分事（自我関与）」 「多面的・多角的」 

このキーワードをもとに、研究推進委員で検討を重ね、「道徳的諸価値についての対話を通して、

『自分を語る』授業」を研究主題に設定した。キーワードの「対話・語り合い」「自分事（自我関与）」

から『自分を語る』という文言とした。 

本研究の実践校である長岡市立北辰中学校（以下、北辰中学校）は、１学年１学級の学校規模であ

る。保育園から中学校まで単学級のためクラス替えがなく、10 年以上人間関係が固定化されている

中で学校生活を送っている。多くの時間を共有しているため仲が深まっている一方、トラブルが発生

すると解消しにくいことがある。また、道徳の授業に関しては、いろいろな人と交流する機会が少な

いため、多様な考えや新しい考えに触れる機会が減るということが考えられる。北辰中学校に限らず

少子化によって生徒数が減っている学校が多くなっている中、固定化された人間関係だからこそ『自

分を語る』授業が必要なのでないかと考え、研究主題に設定した。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

（１）研究の方法 

① 授業のねらい及び中心発問の検討 

② 意見の可視化の工夫 

③ よりよい対話となるための工夫 

 

（２）研究の内容 

① 授業者自身が本時で扱う道徳的価値の意味を十分に把握し、焦点化することが必要である。目
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の前の生徒の実態を踏まえ、今、何を生徒に考えさせたいのかを念頭に置く。発達段階等を考慮

し、内容項目から抑えるべき内容を吟味する。また、前回の中教研中越地区道徳科研究で提案さ

れた単元構想シート（現長岡市立南中 早田教諭 考案）を踏襲し、授業づくりに活用する。授

業では、教材（資料）のすべてを扱うのではなく、生徒の思考が抵抗なく自我関与しやすい流れ

になるよう教材（資料）を工夫し、生徒が仲間と意見交流したくなり、自分を語りたくなる発問

を考えていく。 

② 意見を可視化し、自分と仲間の意見が即座にわかることで、自他の考えを比較しながら目的を

もって話し合い活動を行う。ねらいに即し、ＩＣＴ機器のツールを使った方が効果的なのか、登

場人物にじっくり寄り添わせるために資料を深く読み込ませるのかを精選する。 

③ すべての生徒が自分の考え（視点）をもった上での話し合いとなるように、思考ツールや選択

肢の入ったワークシートを用いて、『自分を語る』ための前段階をていねいに進めていく。対話の

場面では、グループ単位だけでなく、より多くの人に自分の考えを伝えるとともに、多くの仲間

の考えを知る場となるよう対話の場の設定を工夫する。 

 

７ １年次の成果と課題 

（１）成果（１年次授業研究の協議会より抜粋） 

① 黒板にネームプレートを貼り、生徒の考えを可視化されていてよかった。 

② 中心発問に対して選択肢を生徒に提示し、考えをもたやすくさせていた。 

③ 生徒同士、教師が生徒に問い返しする場面が多く見られた。 

 

（２）課題（１年次授業研究の協議会より抜粋） 

① １年次研究ということもあり仕方のないことだが、まだ『自分を語る』授業ではなかった。『自

分を語る』授業なら、もう一歩踏み込んだ質問や問い返しができるといい。 

② インタビュータイムでは、男子同士、女子同士でのやり取りが多く、男女間のやり取りが少

なかった。 

③ 相手の気持ちを考えることに多く時間が使われ、ねらいにあるわかり合えるための行動につ

いての扱いが不十分だった。 

 

８ 運営の成果と課題 

（１）成果 

① 第１回研究推進委員会で、郡市道徳部副部長に参加してもらった。その際、研究推進委員会の

もち方をご指導もらい、各委員の役割分担を決めるなど１年次研究の見通しをもつことができた。 

② 指導者だけでなく、教科教育専門監にも参加して助言をもらい、本研究を推進することができ

た。 

 

（２）課題 

① 指導案の作成、検討を研究推進委員会の中で十分に行うことができず、授業者任せにすること

が多かった。プレ授業を１回しか行えなかった。 

② １年次発表と郡市道徳部の授業公開研究会を兼ねていたが、郡市道徳部の事務局と連携がとれ

なかった。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名     道  徳      

 

２ 郡市名    長岡市・三島郡    ３ 会場校    長岡市立北辰中学校     

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 中越教育事務所・指導主事 本間 陽子 

(2) 研究推進責任者 長岡市立三島中学校・教諭 山口 和希 

(3) 会場校責任者 長岡市立北辰中学校・教諭 内山 睦美 

(4) 研究推進委員（授業者） 長岡市立北辰中学校・教諭 北山  舜 

 長岡市立西中学校・教諭 開發 義彦 

 長岡市立江陽中学校・教諭 山本 直美 

 長岡市立越路中学校・教諭 野口美紗子 
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 
７月 11日（金） 

北辰中学校 
９ 

①全県部会の内容伝達 
②前年度副部長の研究の取組と概要についての説明 
③道徳における「深い学びの姿」についての協議 

２ 
８月 19日（火） 

北辰中学校 
９ 

①１年次プレ授業についての確認 
②研究主題についての協議 
③研究主題の決定 
④研究主題に迫るのための手立ての検討 

３ 
９月 25日（木） 

北辰中学校 
８ 

①北山教諭（北辰中学校）によるプレ授業 
②協議会 
③１年次研究発表会についての打ち合わせ 

４ 
10月 15日（水） 

江陽中学校 
７ 

①山本教諭（江陽中学校）によるプレ授業 
②協議会 
③１年次研究発表会についての打ち合わせ 

５ 
10月 31日（金） 

北辰中学校 
29 

①授業公開 
②協議会 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名 籠島 浩二  
（学校名：新潟市立新津第一中学校） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名   道徳   
 

２ 郡市名   新潟        ３ 会場校  新潟市立小須戸中学校  

 

４ 研究主題 

豊かなかかわりを通して，よりよく生きようとする生徒の育成 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

 道徳部では、令和５年度から、県中教研が提唱する「深い学びにいたる授業」を、「先哲、他者、自

己とのかかわり（対話）を通して、道徳的諸価値についての理解を深め、道徳性を養うこと」と捉え、

道徳の授業の中で、自他との豊かなかかわりを生むような授業を構想した。 

今年度は、この研究を引き継ぎ、以下の３点に着目して研究を進めた。 

（１）「深い学びの２０の技法」のうち、「⑦視点の転換や逆思考して考える」「⑧異なる多様な考え

を比較して考える」「⑩仲間と練りあいや練り上げをする」を手立てとして実践する。 

（２）個人での追求、少人数での話し合い、全体での対話などの場面を設定し、他者の意見を聞きなが

ら多面的・多角的に思考を深めさせる。 

（３）生徒自身が対話の主題となる「問い」を考え、自己や他者との対話を通して、「自分ならどう実

践するか」を自分の問題としてとらえさせる。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

（１）豊かなかかわりを通して、道徳的価値理解を深める授業実践 

①生徒相互のかかわりを通して、道徳的価値について、多面的・多角的に理解を深め      

るように、「ｐ４ｃ」（philosophy for children）の手法を取り入れた。 

②２時間をワンパッケージとした授業構成とした。 

ア １時間目は、道徳的価値について、具体的事例をもとに、個人の考えを深めさせる活動を

行った。 

イ ２時間目は、学級全体で選んだテーマについて探究的対話（ｐ４ｃ）を行い、自分の考え

を再構築する活動を行った。 

③ｐ４ｃの実践について 

ア ４月に学活等の時間を利用してｐ４ｃの活動に慣れさせた。コミュニティーボールを全

員で作り、積極的に発言する雰囲気を醸成した。 

イ 互いに安心して聞いたり話したりできる雰囲気の中、生徒自身が抱いた疑問を大切にし

て対話を進めた。 

ウ クラス全員が円座になって座り、コミュニティーボールを回しながら自由に意見を述べさ

せた。 

エ 教師はコーディネーターとして生徒の対話の中に入り、対話を見守りながら、対話を牽引
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した。深い学びになるように生徒の発言をとりあげ、新たな問いを提示し対話を進めた。 

④授業後に、生徒は「自分の考えを話せたか」「人の話をよく聞いたか」「日常生活で活かせそ 

うなことを見つけたか」などの項目について自己評価を行った。 

 （２）ｐ４ｃの理解と実践力の向上 

①幹事校（協力校）において、プレ授業を実施した。ｐ４ｃの手法がどの学校でも活用できるよ

う、有効性や課題を明らかにするとともに、授業展開の方向性を検討した。 

②どの授業においても、以下の４つのルールを確認・徹底した。 

ア ボールを持っている人だけが基本的に話をする。 

イ なるべくまだ話をしていない人にボールを回すようにする。 

ウ 話さない時はパスして次の人に回すことができる。 

エ 相手を傷つけるようなこと、周囲が嫌な気持ちになることは言わない。 

 

７ １年次の成果と課題 

 （１）成果 

①１年と２年の二クラスを公開した。どちらのクラスも明るい雰囲気で対話にのぞんでいた。 

②生徒は、自分の意見を言うだけでなく友人の話にも注意深く耳を傾けていた。 

③１年生「正義とは何か？」、２年生「許すとは何か？」とやや難しいテーマであったが、自由に

自分の意見を話せる和やかな雰囲気が感じられた。 

④なるべく生徒が考えやすいように身近な例を出しながら、道徳的価値について考えさせていた。

生徒も自分の生活経験から進んで話をすることができた。 

⑤教師も生徒と同じ目線で対話に加わり、自分も生徒と一緒になって問題を考えている姿勢が良

かった。 

⑥ｐ４ｃを継続して実施することで、クラス内の人間関係をよくする効果が見られた。 

（２）課題 

①生徒の意見が出尽くした時、コーディネーターとして教師が新しい問いをなげかけ、話題を転

換する必要がある。教師はある程度、対話の方向性を事前に予測しておくことが大切である。 

②生徒と教師との対話になることがあった。全体的に同調的な意見が多い時、どう対話をもって

いくのか、判断が難しい。生徒の対話が道徳的価値から離れた時、軌道修正する必要がある。 

③教師が生徒の対話を聞きながら、iPadで打ってテレビ画面にだしていた。ICTの使い方につい

て今後、工夫をする必要がある。 

 

８ 運営の成果と課題 

（１）成果 

   ①研究を進めるにあたって、指導者の河原久美子先生、顧問菊池裕先生、灰野仁先生の指導のも

と会場校と幹事校が協力して、研究を推進した。 

   ②公開授業には多くの学校の参加があり、協議会ではｐ４ｃの効果について活発な意見交換が行

われた。 

（２）課題 

   ①幹事全員が日程をあわせて全員が集まるのが難しい。Zoom などの利用による会議を行う。 

   ②「ｐ４ｃ」という新しい手法について、今後その実践事例や「深い学び」を実践するための手

立てとしての有効性について検証する。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名   道徳   

 

２ 郡市名   新潟       ３ 会場校  新潟市立小須戸中学校  

 

４ 研究会開催日 令和 7年１１月１３日（木） 

 

５ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 新潟市総合教育センター・指導主事 河原 久美子 

(2) 研究推進責任者 新潟市立新津第一中学校・教諭 籠島 浩二 

(3) 会場校責任者 新潟市立小須戸中学校・教諭 金安 雅夫 

(4)研究推進委員(授業者） 
新潟市小須戸中学校・教諭 甲田 小知代 

新潟市小須戸中学校・教諭 関山 広夢 
 

６ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 6 月 26日／新津第一中学校 ５ 今年度の事業方針の検討、審議 

２ 7 月 29日／新津第一中学校 ６ 研究授業の構想 

３ 8 月 3日／新津第一中学校 ５ 指導案の検討 

４ 

9 月 12日／新津第五中学校 

9 月 25日／新津第一中学校 

9 月 26日／小合中学校 

１ 

１ 

１ 

教諭 多田 智大 幹事校によるプレ授業 

教諭 籠島 浩二 幹事校によるプレ授業 

教諭 佐藤 詩織 幹事校によるプレ授業 

５ 10 月 1日／新津第一中学校 ５ 指導案の検討、要項の作成 

６ 11 月 11日／小須戸中学校 ６ 要項印刷、分担確認 

７ 11 月 13日／小須戸中学校 60 研究会当日 

 

７ 研究会参加者 ６０名 

 

８ 公開授業 

学年・組 単元・主題 授業者 

１年３組 正義とは何だろう？ 教諭 甲田 小知代 

２年２組 許すって何だろう？ 教諭 関山 広夢 

 

９ 分科会（全体協議会） 

 以下の２点について参加者のグループ討議、意見発表を行った。 

（１）生徒の姿について（考えの深まり、変容、道徳的な判断力、心情、実践意欲など） 

（２）ｐ４ｃについて（問いの設定、対話のルールや流れ、コーディネーターの役割など） 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名  市橋 由希絵   
（学校名： 佐渡市立高千中学校  ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名    下越地区道徳     
 

２ 郡市名      佐渡市      ３ 会場校   佐渡市南佐渡中学校    

 

４ 研究主題 

 

異なる多様な考えを理解し、深い学びに向かう生徒の育成 

 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

  価値が多様に広がっていく社会の中で、「自分ならどうするか」と主体的に考えようとする生徒の

姿を目指す。さらに、他者の考えに触れることで生まれる迷いや葛藤を通して、自分の価値観につい

て深く考える姿を目指す。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

  思考⑦視点の変換や逆思考をして考える 

    ⑧異なる多様な考えを比較して考える 

    異なる立場から同じ題材を考える活動を設定し、より多様な意見や考えを生徒から引き出す手

立てを設定する。また、なぜそのような意見や考えの違いが生まれるのかを考える活動を設定す

ることで、道徳的価値への理解を深めていく。 

   

解決⑩異なる多様な考えを比較して考える 

    思考の段階で出てきた多様な意見を、教師と生徒、また生徒同士で問い返しを行うことで、さ

らに考えを深める手立てを設定する。中心発問でなぜ多様な意見が出てくるのかに注目させるこ

とで、ねらいとする道徳的価値に気づかせる。 

 

  表現⑮自分の言葉で学んだことを整理しまとめる 

    異なる立場に立って考えたことや、問い返しで深めた考えを自分の言葉でまとめる活動を行う

ことで、自己の考えを明確にし、考えの変容に気づかせる。さらに、言語化した考えを共有し、

互いの考えを見合うことで、生徒同士が活動について価値付けを行える機会を設ける。 

 

   以上の手立てを軸として指導案検討を行い、生徒の思考がどのように変化し、生徒自身がどのよ

うに価値を深めるのか研究していく。 
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７ １年次の成果と課題 

 〇成果 

  ・ＫＪ法 

   立場によって付箋の色を変えることで、意見の多少を視覚的に捉えられた。また、立場の違う

意見に班の話し合いによって吟味しながら触れることができた。立場の違いによって意見が変

わるということを認識する手立てになるので、今後も継続していく。 

    

  ・等話 

   「命」に関するテーマであり生徒にとっては発言することの難しいテーマであるので、等話の

手立てが生徒の活発な意見交換を促したと考える。引き続き、道徳以外でも等話を心掛け、意

見交換の土壌を築いていく。 

 

 △課題 

  ・道徳的価値へのつなげかた 

    プレ授業では行為の選択に終始してしまい、道徳的価値である「かけがえのない命の尊さ」

にまで至らなかった部分もあった。振り返りの視点を工夫し、「かけがえのない命」についてど

のように考えをまとめるのか引き続き試していく。 

→来年度の研究推進委員会の取り組みの中で市内中学校に協力をお願いし、同じ指導案で授業

を行ってもらい振り返りの発問のみを変えて、どのような振り返りが行われるのか情報を集

めていく。 

 

８ 運営の成果と課題 

 〇成果 

   公開授業に向けて必要な準備の見通しがもてた。また。授業から協議会までオンライン配信を試

した。オンラインで配信を行う際に必要な機材や場所の見通しももつことができた。オンラインで

の協議会をさらによくできるよう試行を重ねていく。 

 

 △課題 

   見通しがもてていない部分があったため、準備に時間がかかってしまったり、用意する資料の確

認不足などがあったりした。来年度にむけ、役割分担を行うとともに、授業公開までの行程を明確

に示していく。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名   下越地区道徳部     

 

２ 郡市名     佐渡市       ３ 会場校    佐渡市立南佐渡中学校    

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 下越教育事務所 学校支援第２課 

指導主事 

北川 禎 

(2) 研究推進責任者 佐渡市立高千中学校  教諭 市橋 由希絵 

(3) 会場校責任者 佐渡市立南佐渡中学校 教頭 佐藤 吉史 

(4) 研究推進委員(授業者) 佐渡市立南佐渡中学校 教諭 多川 恵 

(5) 研究推進委員 佐渡市立金井中学校  教諭 濱田 由希子 

 佐渡市立内海府中学校 教諭 小林 万由子 

   

   

   

   

   

   
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 0730／南佐渡中 ５ 
・主題について話し合い 
・Classの原稿確認 

２ 0908／南佐渡中 ６ 
・主題の決定 
・指導案検討 

３ 1016／南佐渡中 ７ ・指導案検討 

４ 1121／南佐渡中 ９ 
・プレ授業 
・プレ授業の成果と課題 

５ 1215／南佐渡中 ６ 
・今年度の成果と課題 
・来年度に向けて 

６   
 

７   
 

８   
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名＿ 兒玉 季恵＿   
（学校名：三条市立第二中学校） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名   美術部会   
 

２ 郡市名  三条            ３ 会場校   三条市立大崎学園      

 

４ 研究主題 

 

ICTを活用し、仲間と検討する活動を通して、作品を練り上げる能力を育成する授業 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

 作品を制作することには、性質上「やり直しができない行為」がある。完成した作品の上手い下手だ

けでなく、やり直せないことを理由に失敗を恐れ、美術を苦手だと感じる生徒もいる。また、授業にお

いてはアイデアスケッチを行い、ある程度完成までの見通しを立ててから制作に入るが、見通し通りに

いかないこともしばしばある。ICT 技術を活用したり、ICT で制作する題材を設定したりすることによ

り、何度も元の状態に戻せることやレイヤー機能などで元の絵を保護しつつ試行錯誤ができるので、や

り直すことが容易になり、より積極的に作品をよりよいものにしていくことができると考える。 

 美術科では、深い学びの技法「⑩仲間との練り合いや練り上げをする」に重点をおいた。これは実践

校の大崎学園における生徒の実態を鑑み設定した。アイデアスケッチ段階やデザインの題材で、思いつ

いた最初の一案で決めてしまい、その後変更することなく進めてしまう生徒がいる。作品を完成させる

までの過程で、一度考えたデザインで納得するのではなく、もっと良いデザインはないだろうかと表現

について探究してもらいたい。そこで作品について検討する場面で、仲間から意見をもらいながら、よ

りよいデザインになるように練り上げる活動を設定する。 

美術科で目指す深い学びの姿とは、自分が表現したいことが、どのような作品で表現できるのか追究

する姿である。追究する過程で、色や形、構図は最適かなど、造形的な視点から自分なりに検討する必

要がある。その時、生徒は既習知識だけでなく思考プロセスを活用し、自身の経験と結び付けて新たな

作品を見出したりすると考える。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

 本研究において、実践した深い学びの技法は①⑧⑩である。 

① 学んだ知識を活用して課題や目標を設定する。 

題材の課題を設定する場面では、前期課程（小学校）社会科の学習内容や修学旅行の経験から想起

させて課題を設定した。また身近な小学生に作品発表の場面も設定することで意欲的に学習に臨め

るようにした。 

⑧ 異なる多様な考えを比較して考える 

⑩ 仲間との練り合いや練り上げをする 

 今回は Google スライドを用いた文様デザインの検討を行った。配置や配色をスライドで変化させ、

複数パターンを用意させ、自分が表現したいものとして、適切なものはどれか、またどのように変更を

加えたらより良くなるのかを考えさせた。その場面を班活動にすることで、他者からの意見も参考にし
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ながら検討し、作品を練り上げられるように設定した。 

 

７ １年次の成果と課題 

【成果】 

１ ＩＣＴの活用により、子どもが自身の作品について柔軟に検討する場面が見られたこと。位置を動

かしてみたり、色を変更してみたりといった絵画ではできない検討をすることができた。 

２ 夏の小中一斉研修にて、Google 描画を活用したデジタル描画と Google スライドを活用した模様作

りの研修や授業案検討を行った。小学校の先生も交えて検討することで、９年間の見通しを持つこと

ができたと考える。 

【課題】 

１ 題材構想について検討することができた。今年度は「朝読書で使うブックカバーを作る」という目

的意識から授業を構成した。また、ブックカバーのテーマを「新潟」に設定した。これは学びの技法

①の小学校での既習事項を導入にしたためである。しかし、日常的に使うブックカバーの用途と、模

様のテーマ「新潟」のデザインに乖離が見られた。ブックカバーの用途に重きを置き、テーマを本や

中学生にするべきか、新潟の模様を作ることに重きを置いて、ブックカバーではない活用方法を見出

していくべきかを、来年度に向けて検討していく必要がある。 

２ 深い学びの２０の技法⑩を行う過程で、練り上げるための検討する視点を３つ設定したが、話し

合いでは「色や形」に着目した観点のみに言及されていた。これは３つの観点が適切ではなかった

と考える。検討する場面における視点を改めて検討する必要がある。 

３ 上記２に関わって、検討する視点に「○○らしさ」という視点があった。作っている文様が新潟

（三条）を表現する文様になっているかを確認するための項目であったが、あまり追究する生徒が

いなかった。テーマから見出した主題がはっきりしていなかったことが原因であると考えた。例え

ば、新潟の米がテーマなら「新潟の米の～を表現したい」など、個人で明確な主題が定まっていな

いと検討しづらい項目だったと考える。また、ここを丁寧に決めておくことで学びの技法⑧におい

ても比較しやすくなるのではないかと考える。 

 

８ 運営の成果と課題 

運営面の成果は、小中一貫研修を活用することで多くの先生から参観いただき、協議会でご意見をい

ただくことができた。 

 運営における課題は、人員不足と業務分担である。今年度は見通しが立たず、業務の分担ができなか

った。そのため、連絡の不徹底や遅れなどが生じた。また、三条市の美術科教員が少なく、人員の確保

が難しかった。来年度以降は近隣地域などにも声をかけ、まずは人員を確保し、役割を分担できるよう

にする。また、先行実践による授業検討も行いたかったが、授業の予定を設定できず実現できなかった

ので、来年度は実現したい。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名  美術                 

 

２ 郡市名  三条             ３ 会場校   三条市立大崎学園                   

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 新潟県教育庁義務教育課・指導主事 岡本 真梨 

(2) 研究推進責任者 三条市立第二中学校・教諭 兒玉 季恵 

(3) 会場校責任者 三条市立大崎学園・副校長 倉田 孝英 

(4) 県･郡市指導主事 三条市教育委員会・指導主事 藤井 佳介 

(5) 研究推進委員（授業者） 三条市立大崎学園・教諭 松縄 舞 

 三条市立第一中学校・教諭 小泉 結菜 

 三条市立本成寺中学校・教諭 荒町 諒子 

 三条市立栄中学校・講師 中村 花菜子 

 三条市立第四中学校・教諭 長谷川 久敬 

 三条市立下田中学校 髙橋 達也 
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 
人

数 
主な内容 

１ 6 月 30日／大崎学園 ５ 顔合わせ会と今後の予定の確認を行った。 

２ 8 月 5 日／大崎学園 ７ 
小中一斉研修にて、ICT 研修（Chromebook の Google 描画と Google スライドを活
用した美術の授業提案）と指導案検討を行った。 

３ 8 月 25日／大崎学園 ８ 指導案検討を行った。主に研究主題と題材観について検討した。 

４ 9 月 29日／大崎学園 ７ 
指導案検討を行った。主に題材構想とワークシートについて検討した。 
題材が始まる日程や本時までの構想を確認した。 

５ 10 月 28 日／大崎学園 ６ 
指導案検討を行った。本時について検討した。 
当日の役割分担の確認をした。 

６ 11 月 12 日／大崎学園 ９ プレ授業公開日。 

７ 12 月 2日／大崎学園 ７ 授業の振り返りと来年への検討事項の確認を行った。 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名  杉﨑 浩子            
（学校名：  新発田市立東中学校   ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名     美術          
 

２ 郡市名     新発田市        ３ 会場校     新発田市立本丸中学校               

 

４ 研究主題 

人との関わりを通して、自ら学び、感性や考えを表現する生徒の育成 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

生徒には人との関わりを通して、感性や情操が培われるものである。また、そこで得た造形的な見方

や考え方、感じ方を働かせることで深い学びに迫りたいと考え、主題を設定した。 

次に、「人の心を満たすためには何が必要か」に焦点を当て「和菓子制作」を題材とした。和菓子は、

城下町・新発田の食文化の象徴であり、次世代にも継承していきたいものである。物理的に空腹を満た

すものというだけでなく、「美味しい」と感じる心の満足を得るために、自らの五感を活用し、色、形、

触感、香りなどを想像しながら創作する力を引き出したいという考えからの主題設定でもある。 

 

そして、以下の２点を目指す深い学びの姿とした。 

（１）人との関わりを通して、対象を様々な側面から捉え、制作や鑑賞の視点を広げる姿 

（２）新たな価値観を自らの作品に生かそうと、試行錯誤しながら表現を練り上げていく姿 

 なお、言葉の定義付けを以下に示す。 

（１）の様々な側面とは、五感を意識して捉えることで、対象を「味わう」ことの楽しさや造形美の奥

ゆかしさを実感してほしいという願いを込めている。 

（２）の新たな価値観とは、他者との交流の中で直接的に得るものもあれば、自己の表現過程で新たな

気付きとして生まれるものであると捉えた。いずれにしても、視野を広げ、新鮮な気持ちで主体的

に取り組むことができるものとして期待している。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

本研究においては、美術科の〔共通事項〕を踏まえて実践した深い学びの技法は⑦⑨⑬⑰である。 

思考：⑦視点の転換や逆思考をして考える。(第二次 構想) 

解決：⑨理由や根拠を示して論理的に解決する。(第三次 交流) 

表現：⑬学んだ知識や技能を活用して思考や表現をする。(第三次 制作) 

評価：⑰既製の資料や作品を批判的に吟味検討する。(第四次 鑑賞) 

 プレ授業の本時においては、⑨の他者との相互評価の対話活動と⑬の新たな価値観で制作の場面で、

深い学びの技法として用いて、その有効性を検証した。 

また、次期学習指導要領の方向性を意識し、生徒が美術の本質を理解、自覚できるような指導計画（授

業デザイン）とし、そこで得られた教科の中心概念が、学習の原動力となることを目指している。 
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７ １年次の成果と課題 

【成果】 

〇 プレ授業では、季節を五感で捉え、抽象的なイメージまで広げることのできた生徒が多く見られた

ことから、深い学びの技法は有効であった。 

〇 地域の伝統的な和菓子から、形や色彩などの造形の要素との関わり、地域の自然や人との往還的な

交流活動、コミュニケーションなどの対話の要素を取り入れることができ、現在、美術科の学習に求

められている、生活や社会と豊かにかかわる教育を実践できた

と考える。 

〇 地元の老舗和菓子店の店主を講師に招き、授業校の２年生に

「新発田の文化 和菓子の美しさに学ぶ」という演題で講演会

を行った。和菓子の歴史、種類の他、それにまつわる文化、材

料等について学んだ。お茶に付随した和菓子として考えると、

様々な制約がある中で、それが和菓子の美を引き出しているこ

とに気付いた生徒もいて、貴重な時間になった。 

○ 生徒の作品や取組に価値を見出すために、新発田市生涯学習セ

ンターに作品を展示した。その際のアンケートの意見を、次年度の実践に反映したい。また、作品

を包装するパッケージやＣＭ等まで発想を広げた授業も構想できると考える。 

【課題】 

● 生徒の目的意識を喚起する働きかけが大切である。そのためには、「学習課題」を生徒自らが自分

事にするための発問や指示を工夫し、生徒自身に考えさせる必要がある。さらに検討を重ねたい。 

● 視覚的なイメージからの表現にとどまっている生徒もいる。より豊かな表現が目指せるよう「抽象

的な概念」を獲得させるための指導も必要である。 

● 次年度は、職人が和菓子を作っている場面の動画を見せたい。 

 

８ 運営の成果と課題 

【成果】 

〇 役割分担を明確にし、互いに連絡を取り合いながら、協力的に研究の推進を

図ることができた。 

〇 １、２年次授業者とも中越地区のプレ授業を参観し、小学校の図工科や特別

支援学級担当者等と様々な意見交流ができ、本発表に向けて 

〇 講師との打ち合わせを十分に行い、講演会や授業の準備が円滑にできた。本

研究にも興味をもっていただき、次年度も協力していただける。 

【課題】 

● 推進委員会は新発田市の美術科教諭５名、再任用１名で構成されて

いる。少人数であるため、部長や各年次の授業者を決めなければなら

ないことに負担感が否めない。また、近隣の市町村内でそれらを既に

経験してきている教員も多く、人事異動により短期間のうちに再び県

中教研の指定研究に携わることになる教員もいる。 

● 新発田市 10 校のうち、推進委員が在籍しているのは７校(うち３校

は兼務)である。他は、非常勤講師のため、研究に参加はできていない。 

● 今年度は推進委員会の全員が同様の授業実践をするまでに至らなかっ

た。次年度は、全員が同じ題材で指導して成果と課題の共有を図り、本発表に生かしたい。 

 

 
11月６日プレ発表授業での話し合いの様子 

 

 

第一次で制作した樹脂粘土の和菓子 

新発田市生涯学習センターに 

生徒作品と研究の成果を展示 
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  資  料                                          

 

１ 部会名    美術部会               

 

２ 郡市名    新発田市         ３ 会場校     新発田市立本丸中学校                 

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 胎内市立築地中学校 校長 稲生 一徳 

(2) 研究推進責任者 新発田市立東中学校 教諭 杉﨑 浩子 

(3) 会場校責任者 新発田市立本丸中学校  教頭 菊地 清勝 

(4) 研究推進委員（顧問） 新発田市立佐々木中学校 校長 森田 華菜子 

（授業者） 新発田市立本丸中学校 教諭 石井 彩子（１年次） 

（授業者） 新発田市立猿橋中学校 教諭 石川 雅英（２年次） 

 新発田市立猿橋中学校 教諭 大堀 千歌 

 新発田市立七葉中学校 教諭 椎谷 信彦 

 新発田市立第一中学校 教諭 山田 モモ 

 

 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ ６／26（木）猿橋中学校 ８ ・年間計画の作成、・研究主題の決定 

２ ７／３（木）第一中学校 ７ ・深い学びの技法 ・学習過程について 

３ ８／７（木）猿橋中学校 ７ ・プレ授業の構想について 

４ ８／26（火）猿橋中学校 ８ ・プレ授業指導案検討（１） 

５ ９／24（水）猿橋中学校 ７ ・プレ授業指導案検討（２） 

６ 10／15（水）猿橋中学校 ７ ・プレ授業に向けた準備 ・当日の運営、各分担の確認 

７ 10／31（金）本丸中学校 ６ ・講師による講演会 

８ 11／６（木）本丸中学校 ８ ・プレ授業、・協議会 

９ 11／13（木）猿橋中学校 ７ ・１年次の考察と２年次に向けて 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７，８年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名  水 澤  学   
（学校名：上越市立城東中学校） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名   技術・家庭（技術分野）   
 

２ 郡市名     上越市      ３ 会場校      上越市立城西中学校       

 

４ 研究主題 

 

体験的な活動を通して、生活と技術のつながりを実感し、課題を発見・解決できる生徒の育成 

 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

現代社会において、テクノロジーは私たちの生活に不可欠な存在となっている。学校現場では、Ｇ

ＩＧＡスクール構想に伴うタブレット端末の普及により、授業内容の視覚化を容易にし、理解を助け

る一助となった。その一方で、抽象的な知識だけでは、生徒が生活とのつながりを「実感」すること

が難しく、学びが表面的な習得のみに留まる懸念がある。そこで私たちは、生徒が「生活と技術の関

係」を自分ごととして捉えられるよう、体験的な活動を重視し、深い学びへとつなげる工夫を試みた。

授業時数の制約があるものの、限られた時数の中でこそ、実生活に結び付いた題材構成が必要である。

そして、生徒が「どうすれば改善できるか」「なぜうまくいかないのか」といった問いを自ら立て、試

行錯誤する経験は、思考力・判断力・表現力が育む深い学びにつながるはずである。 

また、このような学びの積み重ねが、将来の社会で求められる資質・能力の育成にもつながるはず

である。このような考えから、生徒が「生活と技術のつながり」を実感しながら、課題を発見し、試

行錯誤を繰り返しながら解決し、それを自らの言葉で表現できるようになることを目指すこととした。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

主題の実現にあたり、上越地区の技術・家庭（技術分野）において、２学年の多くで取り扱われる

内容Ｃ エネルギー変換の技術「電気機器の安全な利用」に着目した。その理由として次の２点が挙げ

られる。第一に本内容は、カリキュラム上２～３時間程度で扱われることが多く、時数的制約から知

識伝達型のパッシブラーニングになりやすい現状があるためである。第二に、体験的な活動を構想す

る際、実験器具の準備・調整等に電気工事士の資格を要する場合があり、資格を持たない教員では活

動を仕組みにくい状況があるためである。これらの課題を克服し、体験的な活動を実現すべく、本実

践では以下の方法を授業に取り入れることとした。 

 ・「ろう電」「感電」「短絡」「トラッキング現象」など電気機器による事故の危険性を体験的に学

ぶため、電気工事士の資格を持つ専門家がいる東北電気保安協会等から助言をいただく。 

 ・ 電気機器の利用を自分ごととして学ぶため、実際の家庭生活を想定した課題を設定する。 

 ・ 課題において実物の電気機器を使用して体験的な実習を行う。 

 ・ 課題解決のための思考の過程や、判断の結果、理由を生徒が自分の言葉で表現できるよう、ワ

ークシートを工夫する。 

 ・ 技術・家庭（技術分野）の少ない授業時数の制約内で、体験的な課題に取り組む時間を捻出す
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るため、生徒の思考を効率的に補助するためのＷＥＢアプリケーションを開発し、生徒がタブ

レット端末で試行錯誤できるようにする。 

また、上記の方法で授業を行うにあたり、県中教研が示す「深い学びの 20の技法」の中から、以下

の 3つを重点的に活用し、授業の中で「思考 → 解決 → 表現」の流れに組み込み、生徒が主体的に

課題に向き合えるよう工夫することとした。 

⑧ 異なる多様な考えを比較して考える 

⑨ 学んだ知識や技能を活用して思考や表現をする 

⑬ 理由や根拠を示して論理的に説明する 

 

７ １年次の成果と課題 

  成果 

   ・専門家である東北電力保安協会に協力を仰ぐことで、専門的に準備された安全性の高い機器に

よる体験的な活動が行えた。 

   ・実物の家電や教具が生徒の思考を促し、学びが深まった。 

   ・ＷＥＢアプリケーションが生徒の思考を効率的に補助し、班内での生徒の思考が継続していた。     

  課題 

   ・生徒の発言内容やワークシートの記述内容として、実生活に関わる具体的な記述がもっと出る

ような工夫（家庭で実践できることをワークシートに２つまとめるなど）が必要である。 

   ・生徒のワークシートにおいて、理由や根拠の記述が弱かったため、記述を促す仕掛けが必要で

ある。 

   ・実際の配電盤やブレーカー操作、間取りを踏まえた配線など、よりリアルな体験を取り入れる

余地がある。 

   ・家電の定格電流・定格電力を自分で確認する活動なども仕組めると、生活と技術のつながりが

より一層強固になる。 

・家電やワット数、コンセントの数などが生活実態により大きく異なるので、授業課題で示す家

電やコンセントなどを吟味する必要がある。 

   ・技術・家庭（家庭分野）Ｂ(６)衣食住の生活の「住居の機能と安全な住まい方」や理科の第１

分野(３)「電流とその利用」についての学習とのリンクを強化することで、生徒の理解をさら

に深めると共に、時数の制約の解消につながると考えられる。 

   ・ＷＥＢアプリケーションでの思考の結果を学級全体に共有するなどの仕組みがあるとよい。そ

れによって、学級内の議論がより活発になることが期待できる。 

       

８ 運営の成果と課題 

  成果 

   ・研究推進委員が対面で集まることで、しっかり共有ができた。 

・ＷＥＢアプリケーションの共有を、上越市内技術科教員と行うことができた。 

  課題 

   ・研究授業前日の準備分担の設定が必要である。 

   ・研究授業要項に、前時までの学習がわかるようにワークシートに二次元コードをはるなど、前

時までの取組の紹介の仕方を、運営面からも考える必要がある。 

   ・予算運用に関連して、購入物品の選定などについて、研究推進委員で相談する必要がある。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名   技術・家庭（技術分野）   

 

２ 郡市名     上越市      ３ 会場校     上越市立城西中学校       

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 上越教育大学 大学院学校教育研究科 助教 山﨑 恭平 

(2) 研究推進責任者 上越市立城東中学校 教諭 水澤 学 

(3) 会場校責任者 上越市立城西中学校 教諭 市村 尚史 

(4) 県･郡市指導主事   

(5) 研究推進委員（授業者） 上越市立城西中学校 教諭 市村 尚史 

  研究推進委員 上越市立城北中学校 教諭 本間 柊平 

   研究推進委員 上越市立直江津中学校 教諭 藤田 賢人 

  研究推進委員 上越市立東頸中学校 教諭 横田 聖 
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 7/7（月）/城西中学校 11 

（上越地区技術・家庭合同実施） 
指導者、研究推進委員自己紹介 
令和 7,8 年度 新潟県中学校教育研究会指定研究の進め方や研究主題の確認 
研究推進委員会計画作成 

２ 8/7（月）/城東中学校 ７ 
上越地区研究主題検討 
9/17（水）の授業の指導案検討 

３ 9/17（水）/東頸中学校 10 
プレ授業公開① 実施者：横田 聖  
内容：Ｃ エネルギー変換の技術「電気機器の安全な利用 」（第 2学年） 

協議会 

４ 10/6（月）/城西中学校 ７ 
11/11（火）の授業の指導案検討 
11/11（火）の授業の運営役割分担決定 
11/11（火）の協議会の進め方検討 

５ 11/11（火）/城西中学校 19 
プレ授業公開②(兼市一斉研) 実施者：市村 尚史  
内容：Ｃ エネルギー変換の技術「電気機器の安全な利用 」（第 2学年） 

協議会 

６ 12/3（水）/城東中学校 ６ 

今年度の成果と課題の確認 
研究の経過の概要報告書作成 
来年度研究会開催希望日の決定 
旅費精算 
今年度の収支決算の確認 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和 7 年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名   古澤康弘              
（学校名：   新潟市立関屋中学校     ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名    技術部            
 

２ 郡市名    新潟地区     ３ 会場校  協議会：小合中学校 授業公開：白新中学校                    

 

４ 研究主題 

生活を工夫し、創造しようとする生徒の育成 

～実践的・体験的な活動を通して学び合う授業～ 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

技術は、社会や環境と相互に影響し合い、時代とともに進歩、変容していくものである。そのよ

うな時代の変化の中でも、より豊かに生活していくことができる子どもに育てていくことが私たち

の教科に求められている。将来にわたって変化し続ける社会に主体的に対応していくために、その

時代の中で、生活を営む上で生じる課題に対して、自らの生活を工夫・創造しながら、自分なりに

判断して課題を解決できる力が必要である。そこで本主題を設定し、研究を進めていくこととす

る。 

本研究では、「生活や社会と学びがつながるストーリー」を軸に据え、「意味ある文脈での課題

設定」に注力している。生徒が既有の知識や経験を基盤としつつ、「もっと知りたい」「より良く

したい」という内発的動機付けを誘発する学習環境を構築する。これにより、生徒が課題を「自分

ごと」として捉え、自律的に実践・体験的な活動に取り組む「深い学び」にいたる授業を目指す。 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

本主題を具現化するため、「生活や社会と学びがつながるストーリー」を重視した授業構成を採

用した。特に、課題を見いだし、解決策を構想・設計し、具現化する「構想・創造のプロセス」を

中核に据えている。学習過程は、「設定」→「思考・解決・表現」→「評価」のらせん的なサイク

ルを基盤に構築した。 

具体的には、以下のプロセスで展開する。 

(１) 設定： 映像視聴や既存製品との比較・接触を通じて、解決すべき生活上の課題を明確にす

る。（技法①：既習の活用） 

(２) 思考・解決（構想）： 既習の基礎知識を活用して構想を練る（技法⑨：見通し）。グループ

での練り合いや修正（技法⑩：グループでの練り合い）を通じて、構想を洗練させる。 

(３) 表現・解決（試作・検証）： 生成 AIツールを「思考のパートナー」として活用し、回路の

再設計を行う。実際の回路構成による検証を行い、シミュレーションと現実の整合性を確認す

る。（技法⑤：多角的視点、技法⑰：批判的に吟味検討）。 

(４) 評価： 使用目的や条件に対し、自らの解決策が最適な効果を発揮しているかを論理的に説

明・省察する（技法⑥：振り返り・一般化）。 

７ １年次の成果と課題 

生徒が学習内容を「自分ごと」として捉え、主体的に探究するストーリー設定により、主体的・

対話的で深い学びが促進された。 
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○今年度の主な成果 

・知識の活用と学習意欲の向上（深い学びの技法①, ⑨）： 

「生活や社会と学びがつながるストーリー」により、日常生活と学習内容が繋がり、生徒は既有

の知識・技能を活用（技法①）し、使用目的や使用条件という明確な視点（技法⑨）をもって製

品設計に取り組む姿勢を示した。回路作成や実験そのものが目的化することなく、「生活をより

よくする」という根幹となるストーリーに沿って授業を展開できた。 

・協働的な思考の深化（深い学びの技法⑩）： 

生成 AIを活用することで、回路設計という作業が効率化され、生徒は構想の練り上げに集中で

きた。特に、生成 AI回路の不具合や不明瞭な点を解決するために、生徒同士が協力し合う姿勢が

見られ、友だちと練り合いや練り上げをする（技法⑩）という協働的な学びが促進された。 

・個別最適な学びの補完： 

生成 AIが教師の代わりとなりヒントを提供することで、個別指導が一部の生徒に集中すること

がなくなり、回路設計が苦手な生徒も構想を具体化できるようになった。 

●１年次の課題と今後の改善方向 

・基礎知識の定着と生成 AIリテラシーの育成（深い学びの技法①⑰）： 

生成 AIに回路設計を委ねたことで、電子部品の基礎的な知識・技能の指導が不足し、これが回

路の改良や検証における大きな障壁となった。生徒が生成 AIの生成物（既製の資料）を鵜呑みに

せず、その妥当性を批判的に吟味検討（深い学びの技法⑰）し、既有知識を活用（深い学びの技

法①）できる能力を育成するため、基礎知識の指導とリテラシー教育を充実させる必要がある。 

・情報の多角的比較と論理的な説明能力の育成（深い学びの技法⑥）： 

生成 AIが生成する回路図の画像が不明瞭であり、文章による手順書との間で情報が不完全であ

るという課題が残った。今後は、生徒が複数の資料や情報を比較しながら、その設計の妥当性に

ついて理由や根拠を示して論理的に説明できる（深い学びの技法⑥）よう、検証活動を強化する

必要がある。 

・対話活動の具体性の確保（深い学びの技法⑨）： 

グループ検討において、実際に使用している場面をイメージすることや、構想の価値づけに具

体性を持たせられず、話合いが抽象的に進んでしまう場面が見られた。生徒が視点・観点・論点

を明確にして（深い学びの技法⑨）思考を深めるため、「使用目的」や「使用条件」といった視

点の共有を徹底する工夫が求められる。 

８ 運営の成果と課題 

新潟市中教研技術部員の幹事を中心に、計画的な準備・運営を行った。当日は感染症拡大予防の

ため、公開授業を急遽中止せざるを得なかったが、授業者および幹事団による「授業の進捗と研究

内容のプレゼンテーション」を軸とした協議会へと即座に切り替え、円滑に実施した。参加者が本

研究の授業構成を自らの実践と重ね合わせ、次年度に向けた建設的な意見交換を行うことができ

た。  後日、振り替えて実施した授業公開では、実際の生徒の活動を通した検討会を実施したこと

で、研究の妥当性をより深く検証することができた。一方で、不測の事態においても研究の質を担

保できるよう、代替プログラムの事前準備しておくことの重要性を再認識した。  今後は、プレ授

業の実施や学習ログの活用により、授業の具体像を可視化・共有できる体制を整えていく。深い学

びを導く技法をさらに洗練させ、生徒が技術の価値を実感できる題材の開発と授業展開の研究に邁

進したい。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名    技術部       

 

２ 郡市名    新潟地区    ３ 会場校  協議会：小合中学校・授業校：白新中学校 

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 新潟大学教育学部生活環境学科目・教授 佐藤 亮一 

(2) 研究推進責任者 新潟市立関屋中学校・教諭  古澤 康弘 

(3) 会場校責任者 新潟市立早通中学校・教頭 藤田 淳 

(4) 県･郡市指導主事 市立総合教育センター・指導主事 稲葉 康宣 

(5) 研究推進委員（授業者） 新潟市立白新中学校・教諭  土屋 稜太（R7授業者） 

 新潟市立小合中学校・校長 永井 歓 

 新潟市立白根第一中学校・校長 熊谷 勝利 

 新潟市立鳥屋野中学校・教諭 竹内 仁志 

 新潟市立宮浦中学校・教諭 大島 智也 

 新潟市立早通中学校・教諭 加藤 宏章（R8授業者） 

(6) 全県部長   胎内市立乙中学校・校長 藤原 明 

   
 

５ 研究推進委員会の実施日、参加人数と内容 

回 実施日／会場 
人

数 
主な内容 

１ 5 月 15 日小合中学校 19 ・研究主題の設定・今年度の研究の進め方 

２ 5 月 29 日白新中学校 4 ・授業検討 

３ 6 月 26 日白根第一中学校 12 ・授業検討 

４ 7 月 24 日小合中学校 9 ・授業検討 

５ 8 月 18 日白新中学校 8 ・授業検討 

６ 9 月 18 日小合中学校 4 ・授業検討 

７ 10 月 2 日白新中学校 9 ・指導案検討 

８ 10 月 16 日小合中学校 9 ・指導案検討 協議会当日への準備 

９ 10 月 23 日白新中学校 9 ・指導案検討 

10 11 月 6 日小合中学校 41 ・一斉研修・研究授業プレゼン、協議会（公開授業中止） 

11 12月 4 日白新中学校 4 ・公開授業 協議会 

12 12 月 18 日小合中学校 19 ・事業のまとめ・次年度の計画立案等 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名  大野 洋子          
（学校名：  上越市立直江津中学校   ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名   技術・家庭（家庭分野）     
 

２ 郡市名   上越市          ３ 会場校   上越市立直江津東中学校      

 

４ 研究主題 

    よりよい生活や社会を創造しようとする生徒の育成 

    ～実体験や関わりを通した、深い学びにいたる授業～ 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

 

  たくさんのものや情報が身の回りにあふれ、商品が大量生産・大量消費される現代の社会。そのな

かで生活する生徒の実態を見ると、自分たちの衣・食・住生活を支える様々なものが作られる過程や、

背景にある様々な課題に気付くことなく、商品を選択・購入・利用している様子が見受けられる。 

  そこで、研究主題「よりよい生活や社会を創造しようとする生徒の育成」に迫るために、衣生活の

学習と消費生活の学習を融合させた題材を構想し、教材や学習過程を工夫した授業づくりについて研

究を推進することにした。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

 

深い学びにいたる授業づくりのための具体的な手立てとして、県中教研「深い学びの 20の技法」の

中から、以下に示す３つの技法を学習過程に取り入れる。また、学習を通して学びが広がり、深まる

きっかけとなるような実践的・体験的な活動を位置付ける。生徒が学んだ知識や技能を活用し、他者

とかかわりながら異なる多様な考えを比較したり、理由や根拠を示して説明したりする活動を設定す

る。これらの手立てを工夫することで、生徒自身が改めて自己の生活を問い直し、生活を取り巻く様々

な課題を自分事としてとらえ、よりよい生活や社会の創造を目指して主体的に学ぶ生徒の育成を目指

す。 

   重視した 《 深い学びの 20の技法 》     

思考⑧ 異なる多様な考えを比較して考える 

表現⑬ 理由や根拠を示して論理的に説明する 

表現⑮ 自分の言葉で学んだことを整理してまとめる 

 

７ １年次の成果と課題 

 ①成果 

  ・自己の衣生活や商品の選択の仕方において、課題意識をもてないという生徒の実態を踏まえ、

衣生活と消費生活の学習を融合した題材指導計画づくりと教材研究を行った。これまでの中教

研での研究実績や研究推進委員それぞれの家庭科指導に関する経験値をもとに、有効な教材や
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手立てについて情報共有し、様々な視点から題材指導計画を検討することができた。 

・研究主題に迫るために、「染色実習」という実践的・体験的な学習を題材指導計画に位置付け、 

１年次プレ授業で公開した。生徒は主体的に実習に取り組み、自分の手で染めたハンカチに愛

着をもち仲間と喜び合う姿が印象的だった。やはり、体験を通して生徒が気付き、実感するこ

とは多い。その体験があったからこそ改めて自己の生活を問い直し、自分を取り巻く様々な課

題に目を向け、自分事として考えるきっかけとなった。また生徒は、題材全体を通して学んだ

ことを自分の生活と関連付けて振り返り、思考を深める場面がみられたことより、「表現⑮自分

の言葉で学んだことを整理してまとめる」技法は有効であった。 

・初めての「染色実習」という活動を取り入れるに当たり、事前に指導者の先生から実技講習を

受けた。そして、たくさんの量の教材・教具の事前準備を協力して行った。また、染色実習の

実施時期や話合いの設定場面などをアレンジし、複数パターンの学習過程で授業を実践した。

プレ授業に向けた教材・教具を準備する際、各校で実践した授業の手応えや反省を持ち寄り、

どのタイミングで材料を配り、どのように指示するとより安全でスムーズに実習が進むか、生

徒全員が理解できる明確な説明のために必要な掲示物は何かなど、よりよい授業づくりに向け

た改善点について意見交流しながら準備ができた。研究推進委員とのこのような交流自体が、

日頃は各校一人で担当する家庭科教員にとって見識を深める研修になったと感じる。 

 ②課題 

  ・今年度は、授業進度や生徒の実態をふまえ、実際に布を染色するという実践的・体験的な活動

場面を公開することにした。生徒は、上記のように生き生きと学び、成果を感じた。しかし、

「思考⑧異なる多様な考えを比較して考える」「表現⑬理由や根拠を示して論理的に説明する」

に関しては、生徒の思考を深めるための手立てが不十分であり、課題が残る。「どの場面」で、

「何について」思考させるか、そのために「何を提示」するかを吟味し、題材指導計画を練り

直す必要があると感じた。「課題について考えをもち、仲間と意見交流し思考を深める」場面と

「体験的な活動」の場面を効果的に組み合わせ、深い学びにいたる授業づくりを進めたい。 

  ・生徒が「自らの学び、考えの変容」を確かめながら、新たな学びを進める手立てとして、「考え

の可視化」が必要というご指摘をいただいた。毎時間のワークシートの記述に加え、題材を通

して学びを振り返ることができるよう、２年次に向けて振り返りの形式や方法を工夫する。 

 

８ 運営の成果と課題 

①成果 

  ・研究推進担当者が少人数ながら、研究会議での活発な意見交換、プレ授業及びその事前の授業の 

ための授業準備（教材開発、実習のための教材・教具の準備など）、プレ授業当日の運営における 

   協力体制がよく、スムーズに研究推進をすることができた。また、上越地区技術分野の担当者と

情報共有や運営に関する連携を図った。これまでの中教研での研究推進、かつての関ブロ技術・

家庭科研究大会の経験や実績、さらに、二つの分野が一緒になっている技術・家庭科という教科

の特性を生かした地区内での連携が大きな支えになったと感じる。 

  ・プレ授業協議会ではファシリテーションを取り入れた。和やかな 

雰囲気のなか、参加者全員が様々な面から意見を出し合い、成果 

と課題を可視化した。１年次の研究のまとめや２年次の研究推進 

につなげていきたい。  

②課題  特になし 
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  資  料                                          

 

１ 部会名   技術・家庭（家庭分野）   

 

２ 郡市名   上越市         ３ 会場校   上越市立直江津東中学校       

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 上越教育大学 ・ 助教 田澤 紫野 

(2) 研究推進責任者 上越市立直江津中学校 ・ 教諭 大野 洋子 

(3) 会場校責任者 上越市立城西中学校  ・ 教頭 近藤 和久 

(4) 県･郡市指導主事   

(5) 研究推進委員（授業者） 上越市立城北中学校  ・ 教諭 荻谷 公子 

 上越市立城西中学校  ・ 教諭 佐藤 洋美 （２年次授業者） 

 上越市立柿崎中学校  ・ 教諭 齊藤 直美 

 上越市立直江津東中学校・ 教諭 箕輪 みすず（１年次授業者） 

   

   

   

   
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 7/7(月) / 城西中 ４ 

・県中教研 技術･家庭（上越市）研究推進委員会の組織 
・県中教研指定研究の進め方 等 5/19全県部会資料の共有 
・研究主題の検討 
・今後の研究推進委員会、授業実践の予定 等 
                   ※技術分野と家庭分野の合同開催 

２ 8/6(水) / 直江津中 ５ 
・実践題材、題材指導計画 
・研究主題および「深い学びの 20の技法」 
・今後の研究推進委員会、授業実践の予定 等 

３ 8/25(月) / 直江津中 ６ 
・教材研究 染色の実習、教材・教具の検討 
・県中教研情報誌「Class」原稿の検討 
・今後の授業実践の予定、題材指導計画 等 

４ 10/14(火) / 直江津中 ６ 

・研究主題、実践題材、「深い学びの 20の技法」確認 
・題材指導計画 
・プレ授業当日指導案 
・プレ授業運営計画 

５ 11/28(金)/直江津東中 ６ 

１年次「プレ授業」   運営事前打合せ・準備、事後後片付け 
参加者：指導者１名、技術・家庭全県部長１名、上越地区家庭科教員３名、 

研究推進委員５名（授業者含む） 合計 10名 
・公開授業   
・協議会 
・研究推進委員会（プレ授業の反省） 
   

６ 12/25(木) / 直江津中 ５ 
・プレ授業（11/28公開授業）の振り返り 
・１年次研究のまとめ  
・今後の研究計画 

７    

８    

９    

10    
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名     高柳 明理       
（学校名：  新潟市立新潟柳都中学校   ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名     家庭部         
 

２ 郡市名     新潟地区        ３ 会場校   新潟市立小針中学校       
 

４ 研究主題 

生活を工夫し、創造しようとする生徒の育成 

～実践的・体験的な活動を通して学び合う授業～ 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

 “家庭生活”は社会や環境と相互に影響し合い、時代とともに進歩、変容していくものである。その

ような時代の変化の中でも、より豊かな子どもの成長をめざした研究が求められている。 

 将来にわたって変化し続ける社会の中で、生活を営む上で生じる課題に対して生活実態や社会状況を

適切に把握し、自らの生活を工夫・創造しながら課題を解決する力や主体的に対応していく力を身につ

けなければならない。 

 したがって、これまで新潟市中教研にて進めてきた「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改

革」を具現化するモデルとなる授業、汎用的な資質・能力を高める授業をさらに発展させるともに、県

中教研の提唱する「深い学びの技法」を用いて、思考や認識を高度化させる学習過程の充実を図るため

の研究をすすめることとした。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

新潟市中教研ですすめてきた授業づくりを実現しつつ、県中教研の提唱する「深い学びの技法」を基

に、学習過程の充実を図るための手立てとして、目指す生徒の姿と以下に示す深い学びの技法を用いた

実践が有効であったかを検証していき、次年度への課題や改善点を明確にしていく。 
 

○深い学びの「思考」や「解決」に着目し、実践的・体験的な 

活動を通した学び合う生徒の姿があったか 

○深い学びの技法より 

思考⑥複数の資料や観察結果の比較から結論を導く場面設定 

解決⑩仲間と練り合い、練り上げをする方法 

評価⑲学習成果と自己との関わりをふり返る方法 

なお、１年次の協議会では KPT法を用い、協議を行った。 

 

７ １年次の成果と課題 

 本実践では、消費生活・環境の「よりよい消費者をめざして」（全９時間）の題材の中で、よりよい商

品選択について考える４時間目の授業を公開した。商品を購入する前の広告等の情報を読み取ったり消

費者としてどのような情報が必要か考えたりする活動を通して、正しく情報を収集・整理し、判断する

ことの大切さについて考えることをねらいとした実践が研究主題に迫れていたか、協議会で出された意

見をもとに成果と課題としてまとめる。 
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○深まりを追求するための教材提示や発問、活動内容の工夫について 

【教材提示・発問について】 

今回、教師から提示した資料は、タブレット端末内のアプリケーション

で使用して作成した架空の広告である。身近にありそうな広告のデザイン

にすることで、生徒の興味関心を高めることができていた。その一方で、

架空の広告を読み取ったり、話し合ったりする活動を取り入れたが、架空

のものではなく実際の広告を探す活動につなげることで、より実践的・体

験的な活動になるのではないか、また、様々な意見が出るような資料を提

示することが生徒の意見交流の深まりにつながり、深い学びの技法の解決

⑩の練り合いや練り上げを有効的なものにすることができるのではない

か、という意見が挙げられた。 

発問については、架空の広告を比較・分析して出てきた視点（疑わしい

表現や価格等）をもとに、さらに別の広告を提示した上で「では、この広

告はどうでしょうか？」と投げかけ、生徒に再考させることが学びの深ま

りにつながるのではという意見もあった。 

【活動内容について】 

 本実践では、班で様々な広告を比較・分析する活動を、タブレット端末のロイロノートの共有ノー

トの機能を活用して行った。生徒はその機能を使い慣れており、本時の中でも生徒は自らテキストを

付け加えたり整理したりして１つの表にまとめていった。この方法も確かに有効ではあるが「対話」

という点で、かかわり合いや学びの深まりが薄くなってしまうのではないかという意見があった。一

方で手書きのようなアナログ形式だと、記述自体に時間を要するため対話の時間が限られてしまう懸

念もあり、デジタルとアナログを目的や場面ごとにどのように使い分けるかについても課題となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 運営の成果と課題 

 新潟市の中教研家庭部員の幹事を中心に準備・運営をすすめ、公開授業および協議会を終えることが

できた。協議会では参加者全員が、授業や指導案について自分ごととして捉えながら、県中教研の２年

次の研究発表にむけて、積極的に意見を出し合う姿があった。 

一方で、今年度の新潟市中教研では、技術部と家庭部が分離独立した初年度であり、研究推進委員や

運営組織内の業務分担を明確にできていなかったことや、協議会を円滑にすすめるための事前の出欠確

認の徹底が課題であった。次年度以降は、年度初めから２年次の研究発表にむけて組織を編成し、業務

を分担していくことが必要である。また、授業公開当日にいたるまでの学習の流れや実践の様子につい

て、協議会の参加者とどのように共有するとよいか、分かりやすく伝える工夫なども課題となる。 

これまでの研究で見えてきた成果と課題をもとに、次年度の授業公開では、深い学びにいたる技法を

取り入れつつ、研究主題に迫る題材や授業展開を研究していきたい。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名     家庭部        

 

２ 郡市名     新潟地区       ３ 会場校     新潟市立小針中学校      

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 新潟市総合教育センター 指導主事 梅津 礼 

(2) 研究推進責任者 新潟市立新潟柳都中学校 教諭 高柳 明理 

(3) 会場校責任者 新潟市立小針中学校   教諭 古市 江梨子 

(4) 研究推進委員 新潟市立光晴中学校   教諭 遠山 麻依子 

 新潟市立坂井輪中学校  教諭 芳賀 志津子 

 新潟市立石山中学校   教諭 吉田 耐子 

(5) 全県部長 胎内市立乙中学校    校長 藤原 明 
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 5月 22日／下山中学校 ５ 今年度の研修について 幹事の選出について 本年度の事業計画について 

２ 6月 23日／小針中学校 ５ 研修について 授業検討等 

３ 7月 10日／小針中学校 ５ 研修について 授業検討等 

４ 9月 4日／小針中学校 ４ 研修について 授業検討等 

５ 10月 14日／小針中学校 １ 指導者と授業者間の指導案検討 

６ 10月 16日／小針中学校 ５ 研修について 授業検討等 協議会当日への準備 

７ 10月 30日／小針中学校 ４ 研修について 協議会運営に係る準備等 

８ 11月 6日／小針中学校 ７ 一斉研修会 

９ 12月 18日／小針中学校 ４ 研修について 次年度にむけた課題の共有等 

10 2月 12日／下山中学校 ６ 2年次の授業検討等 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名   髙橋 沙友里        
（学校名：   上越市立城北中学校    ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名   特別活動（上越地区）    
 

２ 郡市名   上越市         ３ 会場校    上越市立潮陵中学校         

 

４ 研究主題 

少人数の利点を生かした生徒一人一人が主役の授業、教育活動の実践 

～全校、縦割り異学年交流を主軸にした特別活動の展開～ 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

 特別活動は多様な他者との様々な集団活動での「話合い」を重視している。また、対話的な学びは、

学級など同一集団の生徒同士の話合いにとどまるものではなく、異年齢の児童生徒など、多様な他者と

対話しながら協働することや自分の考えを広げたり，自分のよさや努力に気付き自己肯定感を高めたり

することも重要である。と学習指導要領解説で述べられている。 

潮陵中学校は、全校生徒 22名の小規模校であり、就学前から同じ仲間と過ごし、小学校・中学校で「誰

とでも協働し、よりよく学ぶ力」を育んできている。 

異学年交流での学習活動を継続して行うことにより、積極的に自らの役割をこなし、集団でしか得ら

れない達成感や自己有用感を育むとともに、悩んだり、困難を感じたりする場面でも、仲間と協力し自

分の力で未来を切り拓いていく姿を目指す。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

 １年次の成果と課題から、２年次は以下の４つの手立てを取り入れていく。 

(1)全校生徒による縦割り異学年交流を生かした学習活動の実践 

全校生徒が参加する学級活動、総合的な学習の時間、道徳の授業等における縦割り異学年交流を定期

的に行うことで、一人一人が自分の役割を自覚し、責任感をもって活動に参加できるようにしたい。お

互いの意見を尊重する雰囲気は十分に醸成されているので、自分の本音を伝えられるように一歩踏み込

んだ人間関係を形成していく。 

(2)思考ツールを活用した話合い活動の実践 

話合いの内容を深めていくために、ICTを活用した思考ツールで、一人一人の意見の「比較」、「分類」、

「関連付け」を容易にし、リーダーを中心に課題解決に向けた話合い活動を進める時間を十分に確保し、

本音に迫る話合い活動の実現をしたい。さまざまな教科・領域の授業で、思考ツールを用いた活動を繰り

返し、思考ツールを用いた話し合い活動の仕方を習得することが重要である。また、課題の内容によっ

て、有効な思考ツールは異なるため、教師もどの思考ツールを使えば有効であるかを理解するために、繰

り返し思考ツールを用いた授業実践をしていく。 

(3)話し合い活動を活性化し、深い学びにいたる授業の達成 

各教科・領域の授業において、意図的に他者との対話の時間を設定し、思考力・表現力の育成を図る。

その際、ロイロノートを活用することで、生徒一人一人の考えや意見を、教師が一覧表で確認したり、モ

ニターで拡大して表示したりすることができる。他の生徒の感想を見たり、他グループの話合い活動の
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内容を確認したりすることが容易にでき、自分とは異なる考えに触れ、より広い視野で物事を捉えるき

っかけになると思われる。また、年間を通して行われる異学年交流の活動や話合い活動の振り返りをデ

ータとして残すことができ、自分や他の生徒の考え方の変容や、成長を振り返ることができ、話合い活動

に対する自己調整が進むと考えられる。 

深い学びにいたる授業を達成する。 

(4)「深い学び」の技法 20のうち、以下の 4点の技法を重点的に取り入れた授業実践の実施 

⑧異なる多様な考えを比較して考える。 

⑪原因や因果関係、関連性を探る。 

⑬理由や根拠を示して論理的に説明する。 

⑮自分の言葉で学んだことを整理しまとめる。 

特別活動において重視する「人間関係形成」、「社会参画」、「自己実現」の三つの視点は各教科等で育

成する資質・能力と様々に関わっている。４点の技法を日常的に授業に取り入れることで、基本的な学

習過程が繰り返され、集団及び自己の問題の解決のために活用していく力をつける。 

 

７ １年次の成果と課題 

(1)成果 

・生徒同士の関係性が良く、自分の考えを安心して伝えられる環境づくりの工夫が随所に見られた（ア

イスブレークでの中学生の役割など）。役割分担が明確になっていたため、生徒一人一人が責任をも

って活動に参加することができていた。話合いのルールについての確認も事前に行われたことで、話

を聞く側も温かい雰囲気をつくり話合いが進んでいた。 

・今年度に限らず、継続的に異学年交流での話合い活動を進めてきたことで、３年生のファシリテーシ

ョン力の向上とリーダーとしての大きな成長が見られた。 

(2)課題 

・お互いの発言を認め合いながら話を聞くことを重視したため、生徒の本音に迫る意見が出る機会が

失われた。話合い活動のルールを決めることも必要であるが、もう一歩踏み込んだ話合い活動がで

きるよう、継続した取り組みが必要である。 

・話合い活動の前に、振り返りの視点が提示されていなかったため、生徒の振り返りが十分になされ

たとは言えない状況が生まれた。見通しを持った活動ができるよう、事前に視点を与えておくこと

が必要である。 

 

８ 運営の成果と課題 

(1)成果 

・潮陵中学校の研究推進委員とも話合いを進め、生徒の実態を共有することで２年次に向けた研究の方

向性を決めることができた。 

(2)課題 

・上越市教育委研究会には、特別活動部の設定はあるが所属する中学校職員が限られるため研究組織の

立ち上げまでに時間を要した。 

・今年度は「いじめ見逃しゼロスクール集会」の取り組みを研究発表として行った。小学校の時間と合

わせる必要があり、協議会の時間が十分に確保できなかった。来年度の日程について、会場校と小学

校、研究推進委員で連携を図りながら、最適解を検討したい。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名   特別活動（上越地区）      

 

２ 郡市名   上越市         ３ 会場校    上越市立潮陵中学校         

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 上越教育大学・教授 阿部 隆幸 

(2) 研究推進責任者 上越市立城北中学校・教諭 髙橋沙友里 

(3) 会場校責任者 上越市立潮陵中学校・教頭 新保 成美 

(4) 県･郡市指導主事 上越市教育委員会・指導主事 丸山 邦晃 

(5) 研究推進委員（授業者） 上越市立潮陵中学校・教諭 藤巻 舞香 

 上越市立城西中学校・教諭 久間翔太郎 

 上越市立直江津東中学校・教諭 佐藤絵梨子 

 上越市立春日中学校・教諭 須藤 翔平 

 上越市立頸城中学校・教諭 飯塚 拓也 

 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ ７月 14日／潮陵中学校 ６ 
・研究組織（研究推進委員、指導者の確認） 
・日程の計画 
・研究構想について 

２ 11月 17日／潮陵中学校 ７ 
・１年次研究発表授業公開プレ授業参観 
・１年次研究発表授業に向けての確認 

３ 11月 28日／潮陵中学校 ９ 
・１年次研究発表授業公開 
・協議会 

４ 12月 25日／潮陵中学校 ７ 
・１年次研究発表授業公開の振り返り 
・来年度に向けて 

※ 「委員どうしによる授業の見せ合い」は実施者等実施内容を記述する。 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名    中村 匡宏        
（学校名：  新潟市立宮浦中学校     ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名      特別活動部        
 

２ 郡市名      新潟市      ３ 会場校     新潟市立葛塚中学校        

 

４ 研究主題 

「よりよい人間関係を育む学年・学級経営の工夫」 

           ～他との関わりを必要とする活動を中心として～ 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

社会の急激な変化，発展の中で，現在の中学生に身につけてほしい能力は多岐にわたる。そこ 

で，特に特別活動では，生徒の自浄力や自治能力を培う活動や他との関わりを必要とする活動を通 

して，自己を表現する力，人間関係形成能力，協働性など，社会生活に必要な能力を身につけなが 

ら，生徒自身が自分の身につけた力に自信を持てる生徒の育成を目指したい。また，「他との関わ 

り」を持たせながら授業や活動を行っていく上で，生徒相互の理解を深めあい，よりよい人間関係 

を育んでいくことが不可欠である。そのために，人間関係の醸成に努め，個人及び集団に適した援 

助・指導の手だてを取り入れた授業，活動を継続的，系統的に行っていくことが必要である。さら 

に研修を進めていくことで，教員自身の研鑽を積む機会としたい。 

  今年度の葛塚中学校の生徒および学級集団の実態を見ると，素直で何事にも真面目に取り組む生徒 

が多い。一方で, 自信がもてず, 自らの考えを表現することを苦手とする生徒は非常に多い。また, 自 

らの成長に向けて新たなことに挑戦するなど,自ら変化を求めていく姿勢は少ない実態がある。この根 

底には, 生徒一人一人の「自己肯定感」が大きく関わっていると考えている。葛塚中学校では, 自己肯 

定感を「ありのままの自分をこれでよいと思える気持ち」としている。この自己肯定感を高めること 

で失敗を過度に恐れることなく「伝え合う」ことができ、大切な自分のために,「自ら判断し行動する」 

意欲が高まり、 自分と同様に大切な存在である相手に対して、「認め合い期待を掛け合う」ことがで 

きるようになると考えている。つまり, 生徒一人一人の自己肯定感を高めていくことが３つの資質・ 

能力の向上に繋がっていくと考えている。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

研究仮説 

学級力アンケートを実施し、クラスの状況を可視化することにより、クラスの課題を発見し、改善 

のための意識を高めることができると仮定する。対話を通じて多様な意見を認め合い、合意形成を行 

うことにより、学級や学年の課題を特定し、解決策を生徒自身が考案するプロセスが促進されると考 

える。さらに、生徒が課題解決に向けて役割分担を行い、自ら設定した取り組みを実践することが、 

学級内での成長を促し、その成果を振り返ることで、生徒の学級への意欲が向上し、より良い学級を 

目指す意欲が高まると予測する。検証方法 

(ア) 授業構成（問題意識の醸成，意見の多面的多角的な吟味，合意形成） 

(イ) 意見を比較・整理するためのＩＣＴの活用 

(ウ) 資質・能力の評価の工夫と有効性（生徒の見取りとワークシートの工夫） 
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７ １年次の成果と課題 ※参会者より 

  （成果） 

  ・ルールで終わるのではなく、システムとして継続していきたいと思います。 

  ・特別活動を通して生徒の主体性を育むとともに、生徒の意見を尊重して運営されている点がよか 

った。ゴールは決まっていながらも生徒の実態に合わせて手を加えたり、クラスごとに違う手法 

で行う等、生徒主体で進んでいることを強く感じた。学級会も同様に、そのような会が常に開く 

ことができれば、生徒はより主体的にそして自分の考えを言語化することができる力を身につか 

せることができると感じた。 

  ・生徒の実態から、自己肯定感、というキーワードを出し、そこに向けて様々な仕掛けでもって教 

育活動に力を入れてきたことがよく分かった。全ての中心に対話があるということ、こなすでは 

なく、創造、ということがとても参考になった。 

  ・研究主任、特活主任のリーダーシップのもと、学級力向上に向けて学校体制で取り組んでいると 

ころが素晴らしいと思った。 

  ・PDCAサイクルを年に 3回，学校体制で行っていることのおかげで生徒への声がけが，必ずや変わ 

っている・変わっていくのだと感じた。行事やイベントを単発で終わらせるのではなく，これら 

を次へのステップとし，より高みに向かって上を向うとする生徒集団を育もうとする先生方の姿 

勢が伺えた。 

 

  （課題） 

  ・教師の役割の意義。生徒主体で話し合う際に、教師はどのような立場で関わるのか。抽象的な話 

に終わらずに、具体的な行動面への切り替えが必要だと感じた。 

  ・班で話し合う際のスキルが各班によってばらけていると感じた。統一したものは作るのでしょう 

か？ 

  ・今回は「達成力」であったが、達成力向上のために、日常生活でどんな手立てを講じていくのか。 

ご褒美を与えるだけ、ではなく、やり切った実感をどうつなげていくかが必要だと感じた。 

 

  （次年度に向けて） 

  ・ワークシートの工夫や、各クラスでの課題の設定の仕方をどのようにしているか興味があっ 

た。 

 

８ 運営の成果と課題 

  ・研究推進委員による話し合い、吟味を重ねたことにより、研究仮説に迫ることができた。 

  ・事前準備など、細かく打ち合わせを行うことができた。 

・感染症の拡大により、参観学級を 1つに絞り少人数での参観となってしまった。オンラインでの 

配信なども検討しておく必要があると感じた。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名   特別活動部           

 

２ 郡市名   新潟市         ３ 会場校  新潟市立葛塚中学校           

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 愛知教育大学・准教授 磯部 征尊 

(2) 研究推進責任者 新潟市立宮浦中学校・教諭 中村 匡宏 

(3) 会場校責任者 新潟市立葛塚中学校・教諭 渡邉 萌子 

(4) 県･郡市指導主事   

(5) 研究推進委員（授業者） 新潟市立葛塚中学校・教諭 渡邉 萌子 

 新潟市立岩室中学校・校長 小塚 忠昭 

 新潟市立亀田中学校・校長 祝  貴浩 

 新潟市立南浜中学校・教諭 市川 優作 

 新潟市立藤見中学校・教諭 安彦恵里那 

 新潟市立鳥屋野中学校・教諭 武藤 朋美 

 新潟市立新津第二中学校・教諭 涌井 憲之 

 新潟市立白根第一中学校・教諭 髙橋 一樹 

 新潟市立内野中学校・教諭 大橋 初香 

 新潟市立西川中学校・教諭 米山 雅大 
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 7/10（木）・宮浦中 10 葛塚中学校より概要説明、今年の一斉研修会について 

２ 8/1（金）・宮浦中 2 指導案事前検討会 

３ 10/16（木）・葛塚中 10 指導案検討、当日の役割分担について 

４ 12/2（火）・葛塚中 6 1 年次プレ授業 

５ 1/22（木）・宮浦中 12 今年度の成果と課題の検討 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名     丸山 英将       
（学校名：   長岡市立越路中学校    ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名     総合的な学習の時間    
 

２ 郡市名      長岡市・三島郡     ３ 会場校    長岡市立寺泊中学校     

 

４ 研究主題 

 

「深い学びの技法」を基に、未来の地域発展を考える総合的な学習の時間 

 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

 学習指導要領では、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よ

りよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成することを目指しており、そ

の中で、実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、

まとめ・表現することができるようになることを目標に定めている。 

 寺泊地域の現状をより深く知るための調べ学習や校外学習を通して地域に出て、地域の方の生の声を

聞く調査活動などから、「ふるさと寺泊」の魅力や今、抱えている課題に気付き、自ら問いを見いだし、

探究的な課題設定・解決学習に主体的・協働的に取り組むことでより深く未来の地域発展を考えること

ができる生徒を育成したい。また、ねらいを達成するための「深い学びの技法」であることを理解し、

それぞれの学習場面における効果的な活用法を模索し、実施することが生徒の深い学びにつながると考

える。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

 未来の地域発展を考える力を身に付けるため、「深い学びの技法」を活用し、探究的な見方・考え方を

深めていく。 

 (１)学びの当事者意識を高める。 

  ・全学年縦割りで班編成を行い、各学年の取り組み結果を集約することで、自身の探究活動に責任

感をもたせる。 

 (２)未来の地域発展に焦点を当て、学習課題を設定する。（技法⑧⑪） 

  ・持続可能な地域発展のために、自分たちにできることは何かを考える。 

  ・ＳＤＧs講演会を実施し、ＳＤＧsとのつながりも意識する。 

 (３)探究活動で得た資料やデータを整理して分析し、寺泊地域の魅力や課題について考えを深める。 

  （技法①③⑤⑥⑧） 

  ・各班で設定した学習課題解決のための調査を、それぞれ異なる地域活動を通して行う。 

  ・地域の方へのインタビューを通して、生徒目線とは異なった実情を議論に反映させる。 

（４）議論した内容をまとめ、表現する方法を考える。（技法⑨⑩⑪） 

  ・寺泊地域の魅力や課題をより多くの人に、効果的に伝える方法を議論する。 

  ・役割分担をし、協働的に発表資料作成を行う。 
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（５）互いに発表を参観し、発見した気付きを次年度への提言とする。（技法）⑬⑭⑮⑰⑲⑳ 

  ・自分たちの思いが周りの人へ伝わったからどうかを振り返りから検証する。 

  ・それぞれの提案に持続可能性や実現可能性があるかどうか、見つめ直す。 

  ・新たに出た意見を次年度への提言とし、さらなる練り上げを行う。 

 

７ １年次の成果と課題 

 ○寺泊地域に根差した活動を行うことで、地域のことをより深く知るきっかけとなった。 

   ・居住地の歴史や文化、産業の魅力にふれる活動を通して、より地域を知るきっかけとなり、学び

続けることが郷土への愛着や誇りをもつことにつながると考える。 

 ○異学年交流（縦割り班）での活動が有効的であった。 

   ・各学年の生徒が探究活動を通して情報を集め、発表する機会を設けることで当事者意識を高め

ることができていた。 

 ○生徒の声を次年度につなげる振り返りを設定した。 

   ・継続的な学習とするため、振り返りに次年度への提言等を記入する欄を設け、学びのつながりを

意識させることができた。 

 ▲課題意識を生徒にもたせるための手立てに工夫が必要であった。 

   ・教師の誘導的な部分が多かった。生徒自身が地域の実情に疑問を呈し、自分ごととして捉え、自

ら活動提案するために、導入部の工夫が必要である。 

 ▲発表方法に工夫が必要であった。 

   ・一方的な発表となった。「主体的・対話的で深い学び」の実現のためには、発表者と聴講者に

おける質疑応答や練り直す場面の設定が必要であると考える。また、地域の方をゲストティー

チャーに迎えるなど、様々な視点からの意見を反映させた方がよいと考える。 

 ▲深い学びにつなげるためのアクションを盛り込む必要があるのではないかと感じた。 

   ・当事者意識を高めるためには、地域社会の一員としての自覚が必要である。そのために、地域

のイベントやボランティアに参加することや、市役所などの行政とつながりをもつことでより

深い資料を収集するなどの行動が、より深い学びに至るのではないかと考える。 

 

８ 運営の成果と課題 

 ○１年次から全体会、公開授業、協議会の流れでプレ研究発表会を行うことで、運営の全体像を把握

することができた。 

 ▲日程の時間配分やマイク等の機器に不備があったため、２年次は、よりスムーズな研究発表会の運

営に努める。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名     総合的な学習の時間     

 

２ 郡市名     長岡市・三島郡       ３ 会場校    長岡市立寺泊中学校    

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 長岡市教育センター・指導主事 山田 真弘 

(2) 研究推進責任者 長岡市立越路中学校・教諭 丸山 英将 

(3) 会場校責任者 長岡市立寺泊中学校・教頭 片野 量 

(4) 県･郡市指導主事   

(5) 研究推進委員（授業者） 長岡市立寺泊中学校・教諭 庭山 巧夢 

 長岡市立小国中学校・校長 荒川 高明 

 長岡市立東北中学校・教諭 樺澤 恒平 

 長岡市立三島中学校・教諭 和田 麻理子 
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ ６月 23日／寺泊中 ７ 

◯研究の方向性について 
 ・県中教研の方針の確認 
 ・本研究における構想の説明と「深い学びにいたる授業」に向けた方策検討 
 ・今後の研究推進委員会の日程調整 

２ ７月 17日／寺泊中 ６ 

◯深い学びの姿の実現について 
 ・昨年度の成果物を活用した今後の研究構想の練り上げ 
 ・「深い学びの技法」を取り入れた有効な手立ての検討 
 ・Class１年次原稿検討 

３ ８月 21日／寺泊中 ７ 

◯実践経過報告と授業案、指導案検討 
 ・４～７月の実践経過報告 
 ・９～10 月全校総合授業案検討 
 ・プレ発表会指導案検討① 
 ・研究主題検討 

４ ９月 17日／寺泊中 ７ 

◯実践経過報告、指導案検討 
 ・８～９月の実践経過報告 
 ・11月全校総合授業案検討 
 ・プレ発表会指導案検討② 
 ・プレ発表会２次案内文書、協議会内容検討 

５ 10月 20日／寺泊中 ６ 

◯実践経過報告、指導案検討 
 ・10月の実践計画報告 
 ・プレ発表会全体会資料検討 
 ・プレ発表会指導案検討③ 
 ・会場確認、準備等 

６ 11月 25日／寺泊中 ７ ◯１年次プレ発表会・協議会 

７ 12月８日／寺泊中 ７ 
◯１年間の振り返り、来年度の計画 
 ・今年度の成果と課題、来年度の展望 

※ 「委員どうしによる授業の見せ合い」は実施者等実施内容を記述する。 
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和７・８年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会会長 様 

報告者氏名     佐藤 義美       
（学校名：    胎内市立乙中学校    ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名  総合的な学習部   

 

２ 郡市名  阿賀野市・胎内市・北蒲原郡   ３ 会場校    胎内市立築地中学校    

 

４ 研究主題 

探究の学習過程の質を高める授業づくり 

～地域のよさを再確認し自分事として未来を構想する学びを通して～ 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

  総合的な学習の時間は、生徒が自らの問いを起点に学習を進め、課題解決的な学習活動の発展的な

循環を通して物事の本質に迫る探究的な学びを実現することを重視している。しかし現状では、探究

の流れを形式的に追うだけで、問いが十分に深化せず、概念形成や価値の再評価まで至らない学習が

見られる。このような状況を踏まえ、探究の学習過程を質的に高め、生徒の問いの発展を促すととも

に、学びを自分事とする授業改善が不可欠であり、県中教研が目指す「深い学びにいたる授業」の観

点とも合致していることから、本研究主題を設定した。 

 

６ 研究の方法と内容（深い学びの技法と学習過程に関して） 

  探究の学習過程で「課題設定」→「情報収集」→「整理分析」→「まとめ」という一連の流れを明

確に位置づける。その過程で、研究主題に迫る「深い学びの技法」として①学んだ知識を活用して

課題や目標を設定する、⑧異なる多様な考えを比較して考える、⑩仲間と練り合いや練り上げを

する、など複数の技法を意図的に取り入れる。これらの学習活動を通して「地域活性化について

何ができるのか」を、生徒一人一人が自分事として捉え、主体的に探究を進められるようにして

いく。 

 

７ １年次の成果と課題 

生徒が課題を自分事と捉えられるよう、各学習過程において以下のような手立てを講じた。 

「課題設定」の過程では、職場体験学習を振り返り、地域で働く人々の思いや地域のよさを共

有した上で、人口減少の現状を示す資料を提示し、生徒の抱く地域への肯定的な思いと現実との

「ずれ」に気付かせることで課題意識を高めた。「情報収集」の過程では、地域の課題に取り組

む方をゲストティーチャーとして招聘したり、アンケート調査を行ったりすることで、課題を多

面的に捉えられるようにした。さらに、「整理・分析」の過程では、友達同士の話合いや学校運

営協議会の方々からの助言を通して検討を深め、具体的な解決に向けた見通しをもつことがで

きた。このように、各学習過程において生徒の意識の変化に寄り添い、課題を具体化・焦点化す

る働き掛けを行うことで、生徒が地域の課題を自分事として捉えて学習に向かう姿が見られた。 

一方、課題として、ゲストティーチャーや地域の方々が加わる場面において、学習の目的やね

らいの共有が十分でなかった点が挙げられる。今後は、各学習過程に応じた外部人材の位置付け

や、課題意識を高める単元全体のデザインについて、より一層精査していく必要がある。 

 

８ 運営の成果と課題 

   研究推進委員会では、進捗状況を踏まえ、今後の学習過程の構想を練ることができた。しかし運

営校の活動がスタートしていた状態から計画を作成することになり、特に授業者に負担が大き

かった。２年次に向けて早目に取り掛かり、余裕をもった運営をしていきたい。 
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  資  料                                          

 

１ 部会名  総合的な学習部会 

 

２ 郡市名  阿賀野市・胎内市・北蒲原郡    ３ 会場校   胎内市立築地中学校     

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者 胎内市教育委員会・管理指導主事 池田 裕之 

(2) 研究推進責任者 胎内市立乙中学校・教諭 佐藤 義美 

(3) 会場校責任者・授業者 胎内市立築地中学校・教諭 大橋 正宗 

(4) 郡市顧問 阿賀野市立京ヶ瀬中学校・教頭 佐久間 朋子 

(5) 研究推進委員 阿賀野市立安田中学校・教諭 宇尾野 卓巳 

阿賀野市立水原中学校・教諭 増田 有貴 

胎内市立中条中学校・教諭 石田 ちづる 

   

   

   

   

   
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１ 6/27(金)/築地中学校 6 (１)役割分担 (２)総合学習における「深い学び」についての検討 

２ 7/15(火)/築地中学校 7 (１)手立ての検討 (２)研究主題の検討 (３)公開授業の構想 

３ 8/19(火)/築地中学校 7 (１)公開授業の指導案検討 (２)研究主題の決定 (３)協議会について 

４ 9/10(水)/築地中学校 7 (１)進捗状況の確認 (２)要項作成 

５ 10/7(火)/築地中学校 6 (１)協議題について (２)授業公開の役割分担について 

６ 10/28(火)/築地中学校 7 プレ公開授業 

７ 12/1(月)/築地中学校 6 (１)今年度の反省 (２)来年度に向けて 

８    

９    

10    

※ 「委員どうしによる授業の見せ合い」は実施者等実施内容を記述する。 
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